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は
じ
め
に

　

近
年
、
地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
一
般
に
広
が
り
、
そ
の
対
象
範
囲
も
拡
大
し
て
い
る
。
日
本
で
も
生
物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ
、
生
物
多
様
性
の
保
全
が
一
般
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
か
か
る
な
か
、
海
洋
の
生

物
多
様
性
を
保
全
す
る
一
手
段
で
あ
る
海
洋
保
護
区
に
対
す
る
認
識
も
高
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
豪
州
は
自
国
の
北
東
部
海
域
に
世

界
最
大
の
珊
瑚
連
邦
海
洋
保
護
区
（
約
一
〇
〇
万
㎢
）
の
設
定
を
計
画
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
周
辺
海
域
に
も
世
界
最
大
の
海
洋
保
護
区

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
公
表
し
て
い（
1
）る。

こ
れ
は
、
環
境
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
の
国
際
的
な
制
度
的
枠
組
に
つ
い
て

議
論
す
る
「
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会
議
」（
二
〇
一
二
年
六
月
、
リ
オ
＋
20
）
に
先
駆
け
て
、
同
国
が
海
洋
保
護
の
分
野
で
世
界
を
牽
引

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
同
年
、
潘
基
文
・
国
連
事
務
総
長
は
、
南
極
大
陸
全
体
を
自
然
保
護
区
に
指
定
す
る
構
想
を
二
期
目
の
任
期
に
お
け
る
公
約
と
し

て
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
、
深
刻
な
氷
河
の
減
少
や
生
態
系
の
崩
壊
を
防
止
し
、
観
光
船
の
重
油
流
出
な
ど
に
対
処
す
る
こ
と
を
主
眼
と

す
る
も
の
で
あ（
2
）る。
小
規
模
な
保
護
区
の
設
定
で
は
、
そ
の
密
度
、
生
物
賦
存
量
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
対
象
を
想
定
で
き
る
の
で
、
そ

の
実
効
性
は
よ
り
具
体
性
を
帯
び
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
大
規
模
な
保
護
区
は
、
そ
こ
に
潜
在
的
な
生
態
系
の
保
護
も
想
定
す
る
の
で
、

包
括
的
な
海
洋
保
護
に
有
利
な
推
定
が
働
く
こ
と
に
な（
3
）る。

第
二
章
で
み
る
よ
う
に
、
国
際
社
会
で
は
従
来
の
特
定
種
の
保
護
な
ど
を
中

心
と
し
た
保
護
区
域
の
設
定
か
ら
、
種
の
保
護
の
観
点
か
ら
も
生
物
多
様
性
全
般
を
対
象
と
す
る
区
域
の
設
定
へ
と
変
遷
し
て
き
て
い（
4
）る。

　

こ
う
し
た
な
か
、
日
本
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
・
デ
ィ
・
ア
ッ
ト
・
ナ
ゴ
ヤ
」
に
お
い
て
環
境
省
が
、

国
立
公
園
の
一
部
で
あ
る
海
域
公
園
地
区
を
二
〇
一
二
年
度
ま
で
に
二
〇
〇
九
年
（
二
三
五
九
ha
）
の
約
二
倍
に
増
加
さ
せ
る
と
し
て
い

る
。
と
は
い
え
、
海
洋
保
護
区
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
国
際
社
会
の
動
向
を
国
内
に
取
り
こ
む
に
際
し
、
漁
業
の
伝
統
が
極
め
て
重
要
な



沖縄県竹富町の海洋保護区構想

263

日
本
に
と
っ
て
は
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
海
洋
保
護
区
が
求
め
る
保
護
対
象
の
包
括
性
に
対
し
、
国
連
海
洋
法

条
約
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
）
を
受
け
た
海
洋
基
本
法
（
二
〇
〇
七
年
）、
ま
た
そ
れ
を
具
体
化
し
た
海
洋
基
本
計
画
に
よ
っ
て
海
洋
保
護
区
を

設
定
し
よ
う
と
す
る
初
の
試
み
が
沖
縄
県
竹
富
町
で
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

同
町
の
試
み
は
、
五
年
毎
に
見
直
さ
れ
る
独
自
の
海
洋
基
本
計
画
と
し
て
二
〇
一
〇
年
度
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
実
施
内

容
は
二
〇
一
四
年
度
ま
で
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
海
洋
保
護
区
に
お
け
る
国
際
社
会
の
動
向
お
よ
び
日
本
の
現
時

点
ま
で
の
動
向
を
み
る
こ
と
で
、
竹
富
町
版
海
洋
保
護
区
の
設
定
の
試
み
を
か
か
る
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
、
同
町
の
海
洋
保
護
区
構

想
が
確
定
す
る
前
に
、
海
洋
基
本
法
の
本
旨
で
あ
る
海
洋
の
一
体
的
・
総
合
的
管
理
に
根
ざ
し
た
海
洋
保
護
区
の
多
面
的
な
機
能
の
一
つ

を
提
案
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
論
題
の
法
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
竹
富
町
の
構
想
が
完
成
し
た
時
点
で
こ
れ
を
行
う
。

一　

生
物
多
様
性
条
約
の
取
り
組
み

―
海
洋
の
生
物
多
様
性

㈠　

生
物
多
様
性
条
約
以
前
の
取
り
組
み

1　

生
物
の
保
護
に
関
す
る
機
能
的
な
条
約
か
ら
包
括
的
な
条
約
へ

　

地
球
規
模
の
環
境
が
人
類
共
通
の
課
題
と
し
て
国
際
社
会
で
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議

の
前
後
で
あ
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
は
、
生
物
種
の
保
護
と
し
て
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条

約
」（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
、
一
九
七
一
年
）、「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
国
際
取
引
に
関
す
る
条
約
」（
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
、

一
九
七
三
年
）、「
移
動
性
野
生
動
物
種
の
保
全
に
関
す
る
条
約
」（
ボ
ン
条
約
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
採
択
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は

一
般
に
、
個
別
的
な
場
所
、
事
項
毎
の
規
制
を
基
本
と
し
て
お
り
、
生
態
系
全
体
を
対
象
と
す
る
発
想
は
な
か
っ
た
。
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次
い
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
生
態
系
全
体
を
包
括
す
る
生
物
保
護
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
生
物
多
様
性

の
確
保
と
同
様
の
趣
旨
の
戦
略
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
と
し
て
策
定
さ
れ
始
め（
5
）た。

こ
う
し
た
生
物
資
源
の
保
全
や
生
態
系
全
体
を
保
護

す
る
一
手
段
と
し
て
、
一
定
区
域
を
保
護
区
域
と
し
て
設
定
し
、
当
該
区
域
全
体
を
規
制
す
る
形
態
が
現
れ
始
め
た
。
こ
れ
を
有
す
る
海

洋
生
態
系
に
関
わ
る
国
際
制
度
と
し
て
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
、
世
界
遺
産
条
約
（
一
九
七
二
年
）、
一
九
七
三
年
の
船
舶
に
よ
る
汚
染
の

防
止
の
た
め
の
国
際
条
約
に
関
す
る
一
九
七
八
年
の
議
定
書
（
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
73
／
78
条
約
）、
南
極
関
連
諸
条
約
、
お
よ
び
地
域
海
域
諸

条
約
な
ど
が
あ
る
。
か
か
る
傾
向
は
、
従
来
の
機
能
的
保
護
が
新
た
に
設
定
さ
れ
る
区
域
内
に
特
化
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
生
物
保
護
に

つ
い
て
は
包
括
的
な
認
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
地
球
環
境
問
題
全
般
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
あ
く
ま
で
個
々
の
環
境
問
題
に
対
処
し
つ
つ
、
各
分
野
に
特

化
し
た
国
際
法
の
形
成
に
よ
っ
て
個
々
の
体
制
を
強
化
す
る
手
法
が
あ
る
一
方
で
、
環
境
政
策
を
総
合
的
に
捉
え
、
自
然
の
相
互
連
関
・

作
用
に
留
意
し
て
社
会
と
地
球
の
関
係
を
包
括
的
に
考
察
し
、
法
制
度
や
国
際
組
織
の
あ
り
方
を
考
え
る
手
法
が
徐
々
に
国
際
社
会
の
潮

流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
、
国
際
環
境
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
概
念
に
よ
る
統
合
的
管
理
を
主
眼
と
す
る
政
策
が
、
特
に
二

〇
〇
〇
年
以
降
、
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深（
6
）い。

2　

生
物
の
保
護
に
お
け
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
の
統
合
的
管
理
に
は
、
環
境
・
生
物
資
源
の
保
全
を
一
体
的
に
捉
え
る
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
（ecosystem

 approach

）
と
、
こ
れ
に

含
ま
れ
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（precautionary approach

）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
リ
オ
宣
言
（
一
九
九
二
年
）
と
と
も
に
登
場
し
、
同

年
に
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
（
条
約
前
文
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
５
）。

　

第
一
に
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
環
境
へ
の
不
可
逆
的
な
損
害
を
防
止
す
る
措
置
が
と
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
十
分
な
科
学
的
証

明
の
欠
如
を
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
指
針
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
リ
オ
宣
言
原
則
一
五
に
も
明
記
さ
れ
、
後
の
環
境
に
関
す
る
諸
条

約
に
も
取
り
込
ま
れ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
高
度
な
蓋
然
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
海
洋
生
物
資
源
の
減
少
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
か
な
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る
規
制
が
海
洋
生
物
資
源
の
回
復
ま
た
は
減
少
を
逓
減
で
き
る
か
を
め
ぐ
る
科
学
的
検
証
は
極
め
て
難
し
い
。
こ
の
点
、
一
九
九
五
年
に

採
択
さ
れ
た
国
連
公
海
漁
業
実
施
協
定
六
条
一
、
二
項
に
は
予
防
原
則
が
導
入
さ
れ
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
拘
束
力
あ
る
実
定
法
へ
と

昇
華
し
て
い
る
。
こ
の
動
向
は
、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
国
際
的
な
規
範
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い（
7
）る。

　

第
二
に
、
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
特
定
種
に
限
定
せ
ず
に
す
べ
て
の
生
物
、
非
生
物
的
特
徴
お
よ
び
環
境
に
お
け
る
相
互
依
存
関
係

を
含
む
も
の
で
あ
り
、
他
領
域
を
起
因
と
す
る
汚
染
、
外
来
生
物
の
移
入
な
ど
も
考
慮
し
、
生
態
系
を
全
体
と
捉
え
て
維
持
・
管
理
す
る

概
念
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
家
管
轄
権
を
既
成
概
念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
場
面
も
生
じ
う
る
。
な
ぜ
な
ら
生
態
系
と
い
う

観
点
か
ら
一
貫
し
た
措
置
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ（
8
）る。

こ
れ
を
海
洋
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
特
に
漁
獲
対
象
種
に
つ
い
て
、
沿
岸
国
に
よ

る
科
学
的
知
見
の
蓄
積
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
生
物
ま
た
は
生
態
系
全
体
に
つ
い
て
は
科
学
的
知
見
の
不
確
実
性
・
曖
昧
性
な
ど
か

ら
、
国
家
管
轄
権
を
越
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
包
摂
し
、
高

ま
る
生
物
保
護
へ
の
関
心
か
ら
積
極
的
な
保
護
措
置
を
と
る
よ
う
提
案
す
る
も
の
で
あ（
9
）る。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
具
体
的
な
理
解
の
共
有
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
難
点
で
あ
）
10
（

る
。

㈡　

生
物
多
様
性
条
約
に
お
け
る
取
り
組
み

1　

生
物
多
様
性
条
約
の
概
要

　

気
候
変
動
枠
組
条
約
と
と
も
に
採
択
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
の
適
用
範
囲
は
、
自
然
保
全
、
生
物
資
源
、
知
的
財
産
権
な
ど
広
く
想

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
各
分
野
の
活
動
や
法
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
発
展
し
て
き
た
。
一
般
に
、
同
一
事
項

の
規
律
に
つ
い
て
、
後
法
で
あ
る
生
物
多
様
性
条
約
は
、
こ
れ
と
相
容
れ
な
い
前
法
の
、
た
と
え
ば
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
規
定
に
優
先
す
る
。

つ
ま
り
、
生
物
多
様
性
条
約
の
議
定
書
が
定
立
さ
れ
、
規
定
が
詳
細
化
す
る
に
つ
れ
、
条
約
の
制
度
形
成
の
段
階
に
お
け
る
各
レ
ジ
ー
ム

間
の
規
定
上
の
整
合
性
や
事
務
的
連
携
、
制
度
上
の
調
整
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
）
11
（
る
。
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と
こ
ろ
で
、
生
物
多
様
性
条
約
の
趣
旨
・
目
的
か
ら
、
自
然
や
生
態
系
の
保
全
を
基
盤
と
し
た
持
続
可
能
な
利
用
が
促
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
条
約
上
の
持
続
可
能
な
利
用
が
生
態
的
観
点
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
条
約
は
従
前
の
機

能
的
な
条
約
を
包
摂
し
つ
つ
、
広
義
の
環
境
保
全
を
軸
と
し
た
管
理
が
国
際
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
）
12
（
る
。
そ
う
し

て
、
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
地
理
的
に
特
定
さ
れ
る
「
保
護
地
域
」（
二
条
）
制
度
の
確
立
を
締
約
国
に
課
し
て
い
る
の
で

あ
る
（
八
条
）。

2　

締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
に
お
け
る
海
洋
の
生
物
多
様
性

　

元
来
、
生
物
多
様
性
条
約
は
、
陸
の
生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
の
科

学
的
な
解
明
が
充
分
で
な
か
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
条
約
の
採
択
直
後
か
ら
海
洋
の
生
物
多
様
性
に
関
す
る
作
業
部
会

が
設
置
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
（
一
九
九
四
年
）
で
は
、
珊
瑚
礁
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
、
海
草
藻
場
の
世
界
的
減
少
へ
の
対
処
を
目
的
と
し

て
、
国
際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
設
立
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
国
家
の
ほ
か
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
参

加
し
、
科
学
的
情
報
や
政
策
・
管
理
に
お
け
る
情
報
の
共
有
が
促
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
（
一
九
九
五
年
）
で
は
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
の
包
括
的
な
検
討
の
た
め
、
専
門
家
会
合
開
催
な
ど
の
作
業
計
画
、

海
洋
お
よ
び
沿
岸
域
の
生
態
系
保
全
の
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
決
議
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
マ
ン
デ
ー
ト
）
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
前

節
２
で
触
れ
た
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
を
含
意
す
る
海
洋
保
護
区
の
設
定
を
奨
励
し
、
問
題
の
国
際
的
な
対
処
を
締
約
国
に
要
請
し
て
い
）
13
（
る
。

そ
こ
で
い
う
海
洋
保
護
区
の
定
義
は
、
後
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
４
（
一
九
九
八
年
）
で
設
け
ら
れ
た
海
洋
・
沿
岸
保
護
区
に
関
す
る
ア
ド
ホ
ッ
ク
技

術
専
門
家
グ
ル
ー
プ
が
、
当
該
保
護
区
の
国
内
制
度
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
技
術
的
助
言
に
お
い
て
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
お
よ
そ
海
洋
環
境
と
さ
れ
る
「
場
」
を
含
み
、
そ
の
保
護
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
法
や
慣
習
に
よ
る
も
の
に
限
ら
れ
な
い
。
こ

う
定
義
づ
け
ら
れ
た
の
は
対
象
範
囲
を
広
範
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
保
護
区
を
包
括
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
か
ら
で
あ
）
14
（

る
。
ほ
か
に
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
（
二
〇
〇
四
年
）
の
合
意
文
書
Ⅶ
か
ら
は
、
立
入
禁
止
区
域
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
動
植
物
の
採
捕
制
限
を
実
施
す
る
海
域
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な
ど
で
あ
っ
て
も
海
洋
保
護
区
と
み
な
せ
る
旨
が
み
て
と
れ
）
15
（
る
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
の
漁
業
者
に
よ
る
自
主
的
な
管
理
と
海
洋
保
護
区
の

関
係
も
別
途
検
討
す
る
必
要
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
第
三
章
で
み
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
議
論
は
陸
域
と
同
様
に
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
の
意
義
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
章
㈠
２
で
み
た

生
態
系
に
よ
る
一
貫
し
た
措
置
の
た
め
に
、
沿
岸
国
管
轄
権
の
外
側
の
公
海
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
設
定
に
つ
い
て
も
議
論
が
始
ま
っ

て
い
る
。

3　

第
一
〇
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
に
お
け
る
議
論

　

二
〇
一
〇
年
五
月
の
第
一
四
回
科
学
技
術
助
言
補
助
機
関
会
合
で
保
護
区
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
陸
域
に
比
し
て
海
域
の
保
護
区
設
定

の
進
捗
は
遅
く
、
海
洋
全
体
の
一
％
に
も
満
た
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
年
一
〇
月
、
名
古
屋
市
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
開
催
さ

れ
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
生
物
多
様
性
保
全
の
新
戦
略
計
画
・
愛
知
目
標
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
目
標
の
一
つ
に
、
海
洋
保

護
区
を
海
域
に
一
〇
％
設
置
す
る
こ
と
が
あ
る
（
戦
略
Ｃ
目
標
一
一
）。
し
か
し
、
数
値
目
標
の
設
定
自
体
が
不
適
切
と
主
張
さ
れ
る
な
ど

最
後
ま
で
議
論
が
紛
糾
し
、
こ
の
目
標
の
解
釈
に
つ
い
て
は
課
題
も
残
さ
れ
）
16
（

た
。
そ
の
課
題
の
一
つ
は
、
何
に
対
し
て
一
〇
％
で
あ
る
か

が
具
体
的
に
示
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
海
洋
の
一
〇
％
と
す
る
か
、
締
約
国
の
管
轄
権
内
水
域
の
一
〇
％
と
す
る
か
に
つ

い
て
解
釈
が
分
か
れ
る
が
、
日
本
は
後
者
を
採
用
し
て
い
）
17
（

る
。

　

第
一
章
㈠
２
で
触
れ
た
趣
旨
か
ら
、
公
海
の
国
際
的
な
保
護
区
に
つ
い
て
、
そ
の
設
定
は
国
連
や
地
域
漁
業
管
理
機
関
（
Ｒ
Ｍ
Ｆ
Ｏ
）

が
行
う
も
の
と
し
、
生
物
多
様
性
条
約
は
別
途
、
科
学
的
な
側
面
か
ら
助
言
を
行
う
仕
組
み
で
こ
れ
を
補
）
18
（

う
。
そ
れ
は
、
将
来
的
に
海
底

熱
水
鉱
床
、
コ
バ
ル
ト
・
リ
ッ
チ
・
ク
ラ
ス
ト
な
ど
の
海
底
資
源
開
発
も
予
測
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
管
理
に
関
し
て
も
問
題
が
起
こ
り
う
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
動
き
は
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
、
区
域
を
一
体
と
し
て
考
慮
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と

は
い
え
、
愛
知
目
標
に
い
う
海
洋
保
護
区
は
「
区
域
に
基
づ
く
他
の
有
効
な
手
段
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
認
め
る
余
地
を
残
し
て
い
）
19
（

る
。

そ
の
た
め
、
漁
業
者
が
資
源
回
復
を
図
る
た
め
に
漁
場
を
保
全
管
理
す
る
場
所
な
ど
も
愛
知
目
標
が
定
め
る
保
護
区
の
数
値
目
標
に
組
み
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入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
）
20
（
る
。
こ
の
点
、
条
約
が
生
物
多
様
性
の
保
全
を
第
一
義
的
な
目
的
と
し
、
こ
れ
ま
で
生
物
の
包
括
的
管
理
の
た

め
に
海
洋
保
護
区
が
議
論
さ
れ
て
き
た
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
漁
獲
対
象
種
に
つ
き
管
理
を
施
す
行
為
を
「
区
域
に
基
づ
く
他
の
有
効
な
手

段
」
と
み
な
す
こ
と
は
、
上
述
の
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
の
論
理
か
ら
は
、
い
さ
さ
か
疑
義
が
残
る
。
他
方
で
、
保
護
区
の
詳
細
な
基
準
に

つ
い
て
は
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
、
保
護
達
成
の
た
め
の
国
・
地
域
の
保
護
地
域
シ
ス
テ
ム
を
支
援
し
、
相
互
協
力
の
機

会
を
提
供
す
る
海
洋
保
護
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
）
21
（

ク
の
二
〇
一
二
年
ま
で
の
進
捗
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を

考
慮
す
る
と
、
日
本
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
手
法
は
国
際
社
会
の
潮
流
に
あ
っ
て
、
そ
の
趣
旨
が
認
め
ら
れ
る
に
は
相
当
の
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
よ
う
。二　

国
際
社
会
に
お
け
る
海
洋
保
護
区

㈠　

国
際
社
会
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
捉
え
方

1　

海
洋
保
護
区

―
一
九
九
〇
年
代
の
変
化

　

実
は
、
海
洋
保
護
区
に
は
国
際
社
会
に
共
通
す
る
定
義
が
な
い
。
た
と
え
ば
、
生
物
多
様
性
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
で
は
、
他
に
比
し
て
動
植

物
相
、
歴
史
的
、
文
化
的
特
徴
が
法
的
お
よ
び
慣
習
に
よ
っ
て
周
辺
か
ら
保
護
さ
れ
、
明
確
に
設
定
さ
れ
た
海
域
と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
参
照
さ
れ
る
の
は
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
の
分
類
基
準
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
は
、
そ
こ
か
ら
敷
衍
し
て
、
自
然

の
特
徴
や
利
用
の
目
的
、
期
間
や
規
模
な
ど
詳
細
な
基
準
な
ど
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
）。
そ
の
た
め
、
郊
外
に
あ
る
小
さ
な
公

園
か
ら
国
境
を
越
え
て
拡
が
る
広
大
な
海
域
ま
で
、
様
々
な
海
洋
保
護
区
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
は
区
域
全
体
に
同
一
規
制
を

か
け
る
も
の
も
あ
る
が
、
画
一
的
な
規
制
を
か
け
て
も
、
必
ず
し
も
実
効
的
な
保
護
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
海
洋
生
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表
　
海
洋
保
護
区
の
分
類
体
系

基
準

レ
ベ

ル

Ⅰ原
生

管
理

区
域（

W
M
A）

Ⅱ調
査

管
理

区
域（

RM
A
）

Ⅲ生
態
系
管
理
区
域（

EM
A）

Ⅳ人
間

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
管

理
区

域（
H
M
A）

Ⅴ持
続

可
能

な
資

源
管

理
区

域（
SM

A
）

指
定

さ
れ

た
利

用
生

態
的
、

地
質

学
的
、

歴
史

的
、

ま
た

は
文

化
的

な
保

護

生
態

的
保

護
及

び
科

学
的

調
査

生
態

的
保

護
及

び
人

間
が

享
受

す
る

も
の

人
間

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
持

続
可

能
な

資
源

の
抽

出

自
然

の
特

徴
の

質
最

小
限

の
干

渉
状

態
い

く
つ

か
の

自
然

的
性

質
が

残
っ

た
も

の
い

く
つ

か
の

自
然

的
性

質
が

残
っ

た
も

の
改

変
さ

れ
た

自
然

の
特

徴
明

白
に

新
し

い
特

徴

年
間

を
通

じ
た

保
護

の
範

囲
年

間
通

じ
て

永
続

的
年

間
通

じ
て

永
続

的
年

間
通

じ
て

永
続

的
暫

定
的

も
し

く
は

季
節

的
暫

定
的

も
し

く
は

季
節

的

多
角

的
利

用
の

た
め

に
小

地
域

に
ゾ

ー
ニ

ン
グ

し
た

範
囲

一
様

に
採

取
及

び
ア

ク
セ

ス
不

可
一

様
に

採
取

不
可

多
角

的
利

用
の

た
め

の
　

線
引

き
可

能
、

た
だ

し
、

採
取

不
可

多
角

的
利

用
の

た
め

の
線

引
き

可
能

多
角

的
利

用
の

た
め

の
線

引
き

可
能

パ
ブ

リ
ッ

ク
ア

ク
セ

ス
ア

ク
セ

ス
な

し
調

査
の

み
に

限
定

し
た

厳
格

な
ア

ク
セ

ス
規

制
さ

れ
た

ア
ク

セ
ス

ア
ク

セ
ス

に
関

す
る

何
ら

の
規

制
も

な
い

ア
ク

セ
ス

に
関

す
る

何
ら

の
規

制
も

な
い

資
源

の
抽

出
抽

出
な

し
抽

出
な

し
抽

出
な

し
公

的
商

業
及

び
/又

は
公

的

重
要

な
生

態
系

の
プ

ロ
セ

ス
の

保
護

に
関

す
る

規
模

生
態

系
の

プ
ロ

セ
ス

を
保

護
す

る
た

め
に

十
分

な
規

模

生
態

系
の

プ
ロ

セ
ス

を
保

護
す

る
た

め
に

十
分

な
規

模

生
態

系
の

プ
ロ

セ
ス

を
保

護
す

る
た

め
に

十
分

な
規

模

生
態

系
の

プ
ロ

セ
ス

を
保

護
す

る
の

に
は

不
十

分
な

規
模

生
態

系
の

プ
ロ

セ
ス

を
保

護
す

る
の

に
は

不
十

分
な

規
模

出
典
：

D
alal Al-Abdulrazzak &

 Stephen C. Trom
bulak, Classifying levels of protection in M

arine Protected A
reas, 36 M

ARIN
E PO

L ’Y 579 (2012).
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態
系
を
保
護
す
る
に
は
空
間
区
分
が
多
分
に
考
慮
さ
れ
る
の
で
、
開
発
活
動
な
ど
他
の
側
面
か
ら
空
間
的
な
区
分
を
再
設
定
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
た
と
き
、
生
態
系
の
保
護
と
両
立
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
生
じ
う
る
か
ら
で
あ
）
22
（

る
。
ゆ
え
に
、
海
洋
保
護
区
の
対
象
の
包
括

性
が
、
個
別
の
海
洋
利
用
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
規
範
と
し
て
高
次
の
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

元
来
、
海
洋
保
護
区
の
よ
う
な
生
態
系
の
保
護
は
、
場
所
本
位
（place-based

）
を
基
本
と
す
る
。
つ
ま
り
、
一
時
的
ま
た
は
恒
常
的

に
諸
要
因
か
ら
一
定
の
場
所
に
お
け
る
生
態
系
を
保
護
す
る
た
め
の
単
純
か
つ
確
実
な
生
態
系
管
理
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

国
内
お
よ
び
国
際
的
な
当
局
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
敬
遠
し
、
特
定
商
業
種
の
漁
獲
規
制
や
船
舶
起
因
汚
染
を
規
制
す
る
個
別
ア
プ

ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
き
た
。
そ
れ
が
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
そ
の
手
法
の
集
積
を
待
っ
て
い
た
の
で
は
限
界
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、

規
制
範
囲
を
特
定
の
生
物
種
に
限
ら
な
い
海
洋
保
護
区
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
）
23
（
た
。

2　

海
洋
保
護
区
を
め
ぐ
る
国
際
機
関
と
国
際
会
議

　

海
洋
保
護
区
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
国
連
人
間
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
は
、

海
域
の
関
係
国
を
決
定
し
、
実
施
の
た
め
の
議
定
書
を
定
立
す
る
よ
う
要
請
し
、
四
つ
の
海
域
に
関
す
る
議
定
書
、
三
つ
の
海
域
に
お
け

る
陸
域
起
因
汚
染
に
関
す
る
議
定
書
、
一
四
の
海
域
に
お
け
る
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
一
〇
の
地
域
計
画
に
お
い
て
、

海
洋
保
護
区
設
定
の
規
定
を
含
む
地
域
条
約
も
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
設
定
さ
れ
る
水
域
が
必
ず
し
も
領
海
に
限
定
さ
れ
な

い
点
に
あ
る
。

　

ま
た
ユ
ネ
ス
コ
で
は
、
一
九
七
一
年
以
降
、
代
表
的
な
生
態
系
保
護
活
動
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
人
間
と
生
物
圏
計
画
」（
Ｍ
Ａ

Ｂ
）
を
推
進
し
て
い
る
。
一
般
に
、
保
護
区
設
定
で
は
、
人
間
の
経
済
活
動
と
の
調
整
も
考
慮
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
を
無
視
し
た
保
護
区

は
想
定
さ
れ
な
い
。
実
際
、
多
く
の
沿
岸
域
の
実
施
情
況
は
芳
し
く
な
い
。
こ
の
他
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
で
は
総
会
（
一
九
八
八
、
一
九
九
四
年
）

に
お
い
て
海
洋
保
護
区
の
定
義
を
次
の
よ
う
に
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
潮
間
帯
ま
た
は
潮
間
帯
下
の
い
ず
れ
の
区
域
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

上
部
水
域
お
よ
び
関
連
す
る
植
物
相
、
動
物
相
、
歴
史
的
お
よ
び
文
化
的
特
徴
が
、
閉
鎖
環
境
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
保
護
す
る
た
め
法
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律
ま
た
は
他
の
実
効
的
な
手
段
に
よ
り
保
全
さ
れ
る
区
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
沈
没
船
、
歴
史
的
灯
台
や
防
波
堤
と
い
っ
た
文
化
的
な

特
徴
も
含
ま
れ
）
24
（

る
。

　

さ
ら
に
、
海
洋
生
態
系
に
お
け
る
責
任
あ
る
漁
業
に
関
す
る
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
会
合
（
二
〇
〇
一
年
）
で
は
、
四
七
カ
国
に
よ
っ
て
生
態

系
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
を
受
け
た
「
海
洋
環
境
及
び
タ
ン
カ
ー

の
安
全
に
関
す
る
Ｇ
８
行
動
計
画
」
に
お
い
て
も
、
海
洋
資
源
の
持
続
的
利
用
と
船
舶
の
航
行
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
が
公
表
さ
れ
た

（
二
〇
〇
三
年
）。
こ
れ
ら
か
ら
、
持
続
的
漁
業
と
海
洋
環
境
保
護
の
た
め
の
生
態
系
保
護
を
通
じ
て
、
生
物
多
様
性
の
維
持
や
海
洋
保
護

区
を
設
定
す
る
認
識
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
以
降
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
と
豪
州
政
府
グ
レ
ー
ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
海
中
公
園

局
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
公
園
局
の
主
催
で
、
二
〇
一
二
年
目
標
の
達
成
に
向
け
た
、
海
洋
保
護
区
に
特
化
し
た
世
界
初
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

も
開
催
さ
れ
て
い
る
（International M

arine Protected Areas Congress

）。

㈡　

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
検
討
と
特
別
鋭
敏
海
域
（
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
）

1　

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
と
海
洋
保
護
区
の
設
定

―
条
文
の
検
討

　

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
で
は
、
一
九
九
九
年
の
国
連
総
会
決
議
五
四
／
三
三
に
よ
っ
て
非
公
式
協
議
締
約
国
会
合
が
設
置
さ
れ
、
毎
年
会
合
が

も
た
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
海
洋
環
境
や
海
洋
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
観
点
か
ら
、
海
洋
保
護
区
を
め
ぐ
る
議
論
も
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
条
文
上
、
海
洋
保
護
区
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ
び
保
全
を
一
般
的
義
務
と
し
（
一
九
二
条
）、

第
一
二
部
の
総
則
的
規
定
と
し
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
部
の
規
定
か
ら
と
ら
れ
る
措
置
に
は
、
希
少
ま
た
は
脆
弱

な
生
態
系
、
お
よ
び
減
少
し
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
ま
た
は
絶
滅
の
虞
の
あ
る
種
そ
の
他
の
海
洋
生
物
の
生
息
地
を
保
護
し
、
保
全
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
が
含
め
ら
れ
る
（
一
九
四
条
五
項
）。
こ
の
総
論
的
な
解
釈
の
ほ
か
は
、
海
域
毎
の
規
定
解
釈
と
な
る
。

　

第
一
に
、
領
海
に
つ
い
て
は
、
生
物
資
源
の
保
存
や
海
洋
環
境
の
保
全
並
び
に
海
洋
汚
染
防
止
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
沿
岸
国
は
領
海
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を
管
理
す
る
た
め
の
法
令
を
制
定
、
適
用
で
き
る
（
二
一
条
一
項
⒟
、
⒡
）。
ま
た
、
主
権
の
行
使
と
し
て
無
害
通
航
権
を
妨
げ
な
い
限
り

（
二
四
条
一
項
）、
沿
岸
国
は
外
国
船
舶
か
ら
の
海
洋
汚
染
防
止
な
ど
を
理
由
に
法
令
を
制
定
で
き
る
（
二
一
一
条
四
項
）。

　

第
二
に
、
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
つ
い
て
は
、
環
境
保
護
の
義
務
は
現
在
の
生
物
多
様
性
条
約
の
要
請
も
あ
っ
て
、
汚
染
防

止
の
ほ
か
多
様
な
生
物
の
存
在
自
体
と
そ
の
生
態
系
の
保
全
に
価
値
を
見
い
だ
せ
る
（
五
六
条
）。
な
お
、
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ
び
保

全
の
た
め
の
沿
岸
国
管
轄
権
（
同
条
一
項
⒝
ⅲ
）
は
、
一
九
二
条
の
一
般
規
定
と
一
九
四
条
五
項
の
生
態
系
の
希
少
性
な
ど
に
着
目
し
た

措
置
と
併
せ
て
読
み
込
む
こ
と
で
海
洋
保
護
区
設
定
の
一
般
的
権
限
を
導
く
と
い
う
説
も
あ
）
25
（
る
。

　

第
三
に
、
公
海
に
つ
い
て
は
、
生
物
資
源
の
保
護
・
保
全
に
つ
い
て
、
国
家
間
の
相
互
協
力
を
求
め
て
い
る
（
一
一
八
条
）。
ま
た
、

深
海
底
活
動
に
つ
い
て
当
該
活
動
か
ら
生
ず
る
有
害
な
影
響
か
ら
海
洋
環
境
を
保
護
す
べ
く
国
際
海
底
機
構
が
必
要
な
措
置
を
と
る
（
一

四
五
条
）。
こ
れ
を
受
け
、
現
在
、
深
海
底
に
お
け
る
海
洋
環
境
や
生
物
多
様
性
の
保
護
を
め
ぐ
っ
て
国
際
海
底
機
構
が
検
討
を
続
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
は
、
海
洋
環
境
保
護
の
普
遍
的
ま
た
は
地
域
的
基
盤
に
お
け
る
協
力
（
一
九
七
条
）
も
こ
の
分
野
の
規
範
生
成
に

資
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
船
舶
起
因
汚
染
（
一
九
四
条
三
項
⒝
）
に
つ
い
て
は
、
二
一
一
条
六
項
⒜
の
特
定
水
域
（special areas

）
の
設
定
を
沿
岸
国
に

認
め
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
権
限
あ
る
国
際
機
関
を
通
じ
、
他
の
す
べ
て
の
関
係
国
と
適
当
な
協
議
を
行
っ
た
の
ち
、
こ
の
水
域

に
つ
い
て
当
該
国
際
機
関
に
通
報
を
行
う
。
ゆ
え
に
、
そ
の
執
行
に
際
し
て
は
、
規
制
内
容
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ

で
留
意
す
べ
き
は
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に
環
境
保
護
と
航
行
規
制
の
い
ず
れ
に
重
き
を
置
く
か
に
つ
い
て
の
調
整
が
委
ね
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
文
脈
で
、
一
九
九
五
年
に
「
海
洋
の
陸
上
起
因
汚
染
を
防
止
す
る
世
界
行
動
計
画
」
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
海
洋
保
護
区
に
つ
い
て
は
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
ほ
か
Ｉ
Ｍ
Ｏ
も
こ
れ
に
関
与
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
以
外
の

条
約
や
国
際
、
地
域
機
関
の
実
行
な
ど
も
現
代
海
洋
法
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
二
国
間
条
約
で
も
こ
れ
を
援
用
、
考
慮
す
る
国
が
あ
れ

ば
そ
の
規
範
の
国
際
的
な
対
抗
力
も
可
変
的
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
の
海
域
区
分
で
は
律
し
え
な
い
新
た
な
環
境
問
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題
が
生
じ
れ
ば
、
そ
れ
を
沿
岸
国
の
国
益
と
結
び
つ
け
た
海
域
区
分
自
体
の
利
害
調
整
、
さ
ら
に
生
物
多
様
性
条
約
お
よ
び
既
存
の
地
域

条
約
と
の
整
合
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
）
26
（

る
。

2　

Ｉ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
特
別
鋭
敏
海
域

　

海
洋
保
護
区
は
、
上
記
の
と
お
り
条
約
の
規
定
か
ら
生
じ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
を
柔
軟
に
解
釈
し
た
実
行
か
ら
緩

や
か
に
生
起
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
管
理
哲
学
が
あ
る
わ
け
で
は
な
）
27
（

い
。
実
際
、
海
洋
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
生

じ
た
実
行
も
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
管
轄
す
る
海
洋
環
境
と
航
行
規
制
の
利
害
調
整
は
進
ん
で
お
り
、
実
際
既

に
五
〇
を
超
え
る
条
約
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
が
発
展
さ
せ
て
き
た
海
洋
保
護
区
は
、
主
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
73
／
78
条
約
お
よ
び
議
定
書

の
附
属
書
か
ら
設
定
さ
れ
る
特
別
海
域
（Special Sea Areas

）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
指
針
に
基
づ
く
特
別
鋭
敏
海
域

（Particularly Sensitive Sea Areas, PSSA
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
も
つ
機
能
的
な
側
面
か
ら
、
生
物
資
源
以
外
の
観
点
か
ら

も
海
洋
保
護
区
設
定
の
基
準
と
し
て
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
に
採
択
さ
れ
た
「
特
別
海
域
の
指

定
及
び
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
特
定
の
た
め
の
指
針
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
考
古
学
的
な
意
義
と
い
う
基
準
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇

一
年
一
一
月
採
択
の
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
73
／
78
に
基
づ
く
特
別
海
域
の
指
定
の
た
め
の
指
針
及
び
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
特
定
及
び
指
定
の
た
め
の

指
針
」
で
は
、
同
年
九
月
に
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
分
野
の
役
割
に
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
の
で
、
考
古

学
的
な
基
準
が
削
除
さ
れ
た
。

　

み
て
き
た
海
洋
保
護
区
と
比
較
す
る
と
、
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
そ
の
対
象
海
域
を
も
っ
て
設
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
必
要
性
か
ら
設
定
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
前
文
に
明
記
さ
れ
る
海
洋
問
題
が
、
相
互
に
密
接
な
関
連
を
有
し
、
全
体
と
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
と

い
う
性
質
か
ら
導
か
れ
る
。
問
題
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
が
管
轄
権
に
基
づ
く
対
処
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
が

一
般
に
海
の
憲
法
と
呼
ば
れ
る
規
範
的
な
優
位
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
れ
を
設
定
す



法学政治学論究　第95号（2012.12）

274

る
理
由
や
背
景
が
国
際
的
な
規
範
と
し
て
高
次
な
も
の
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
海
域
区
分
に
拘
泥
す
る
こ
と
の
本
質
的
な
理
由
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
海
洋
保
護
の
目
的
は
、
海
洋
保
護
区
を
指
定
し
た
の
ち
、
い
か
に
専
門
家
の
監
視
を
通
じ
て
適
切
な

管
理
を
実
施
・
維
持
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
は
、
そ
こ
で
い
う
監
視
制
度
や
海
洋
保
護
区
を
指
定
し
た

後
の
管
理
体
制
に
堅
実
な
担
保
が
な
い
。
ゆ
え
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
が
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
海
域
区
分
自
体
を
問
う
に
至
る
か
否
か
は
、
こ
れ
ら

事
後
の
管
理
体
制
の
成
果
い
か
ん
に
よ
る
と
思
わ
れ
）
28
（

る
。

3　

地
域
別
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
、
統
合
的
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
お
よ
び
文
化
遺
産
的
側
面

　

前
節
で
み
た
海
域
区
分
よ
り
問
題
設
定
を
重
視
す
る
動
向
は
、
沿
岸
国
が
と
も
す
れ
ば
沖
合
に
管
轄
権
を
延
伸
す
る
誘
因
が
働
き
や
す

い
傾
向
か
ら
、
義
務
の
遵
守
を
伴
わ
な
い
形
式
的
な
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
に
繋
が
り
や
す
い
懸
念
も
払
拭
で
き
な
い
。
沿
岸
国
と
し
て
も
、

海
洋
保
護
区
の
多
義
性
に
配
慮
す
れ
ば
、
自
ら
内
水
や
領
海
を
越
え
て
積
極
的
に
海
洋
保
護
区
を
設
定
す
る
誘
因
も
あ
ろ
う
。
実
際
、
外

国
船
舶
に
対
す
る
漁
獲
禁
止
（no-take zone
）
や
航
行
禁
止
（no entry zone

）
と
い
う
手
段
を
講
じ
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
の
海
域
区
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
と
は
い
え
な
）
29
（

い
。

　

ま
た
、
海
洋
の
統
合
的
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
わ
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
終
局
的
に
は
海
洋
生
態
系
が
科
学
的
不
確
実
性
を
内
包

し
て
い
る
ゆ
え
に
取
り
込
ま
れ
た
規
範
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
国
や
国
際
機
関
が
ど
の
よ
う
な

過
程
で
そ
れ
を
決
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
政
治
的
だ
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
別
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効

性
を
再
検
討
し
つ
つ
、
海
洋
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
い
う
全
体
的
な
視
座
か
ら
の
統
合
的
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
も
依
然
と
し
て
重
視
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
）
30
（

か
。

　

こ
こ
で
、
統
合
的
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
面
と
し
て
の
文
化
遺
産
的
側
面
を
一
瞥
し
た
い
。
み
て
き
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の

基
準
の
一
つ
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
米
国
の
パ
パ
ハ
ナ
ウ
モ
ク
ア
ケ
ア
海
洋
国
立
記
念
碑
に
よ
る
海
洋
保
護
区
で

あ
る
（
二
〇
〇
六
年
米
国
規
則
施
行
）。
同
保
護
区
は
、
約
三
六
万
㎢
を
擁
し
、
開
発
活
動
と
資
源
と
の
生
態
学
的
一
体
性
の
両
立
に
つ
い
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て
の
十
分
な
保
障
が
な
い
限
り
、
原
則
的
に
記
念
碑
内
の
ア
ク
セ
ス
と
活
動
が
禁
じ
ら
れ
る
。
底
魚
や
関
連
す
る
浮
魚
を
対
象
と
す
る
商

業
漁
業
も
設
定
後
、
五
年
以
内
に
締
め
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
海
洋
環
境
保
護
委
員
会
が
こ
の
記
念
碑
区

域
を
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
と
認
定
し
、
二
〇
一
〇
年
八
月
に
は
、
世
界
初
の
文
化
的
海
中
景
観
な
ど
が
傑
出
し
た
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
と
し
て
、

世
界
遺
産
条
約
に
い
う
複
合
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
認
定
か
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
を
設
定
す
る
要
因
と
し
て
、
文
化
遺
産
的
側
面
も
考
慮

さ
れ
た
事
実
は
想
起
す
る
に
値
す
る
。

三　

日
本
に
お
け
る
取
り
組
み

―
日
本
型
海
洋
保
護
区

㈠　

海
洋
総
合
政
策
と
海
洋
生
物
多
様
性
戦
略

1　

海
洋
基
本
法
と
海
洋
基
本
計
画

　

日
本
は
一
九
九
六
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
を
批
准
し
、
こ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
七
年
四
月
に
海
洋
基
本
法
を
制
定
し
た
。
同
法
は
、
Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
に
い
う
海
洋
の
総
合
的
・
一
体
的
管
理
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
か
ら
、
内
閣
に
総
合
海
洋
政
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た

（
二
九
条
）。

　

と
こ
ろ
で
、
海
洋
、
特
に
沿
岸
域
に
つ
い
て
は
、
そ
の
利
用
者
の
多
様
化
と
と
も
に
管
理
主
体
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
海
洋
基

本
法
二
五
条
で
は
、
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
を
明
記
す
る
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る
に
は
、
沿
岸
域
と
い
う
空
間
を
総
合
的
に
管
理
す
る
た

め
の
具
体
的
定
義
や
空
間
概
念
が
必
要
と
な
る
が
、
明
確
な
規
定
は
な
）
31
（
い
。
こ
の
点
、
沿
岸
域
に
お
け
る
環
境
保
全
、
利
害
衝
突
、
生
活

環
境
の
問
題
な
ど
実
情
を
把
握
し
や
す
い
の
は
自
治
体
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
沿
岸
域
で
は
自
治
体
（
九
条
）
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う

上
で
、
そ
の
管
理
が
及
ぶ
空
間
が
事
象
毎
に
異
な
る
の
で
、
ま
ず
空
間
の
定
義
が
必
要
と
な
）
32
（
る
。
し
か
し
、
海
洋
基
本
法
は
、
こ
れ
ま
で
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の
海
域
毎
の
対
処
か
ら
一
歩
進
ん
で
海
洋
環
境
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
、
海
洋
を
総
合
的
・
一
体
的
に
管
理
す
る
と
い
う
意
味
で
海
洋
を

包
括
的
に
認
識
す
る
。
た
だ
し
、
理
念
的
色
彩
が
濃
く
、
個
別
法
に
対
し
て
後
法
で
あ
る
た
め
、
現
場
で
の
具
体
的
な
内
容
は
、
既
存
の

法
制
度
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
実
例
の
蓄
積
が
ま
た
れ
）
33
（
る
。

　

こ
の
法
律
を
受
け
て
政
府
が
海
洋
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
海
洋
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
同
計
画
は
、
実
際
の
情
況
を
踏
ま
え
五
年
毎
に
再
考
さ
れ
る
。
計
画
で
は
、
海
洋
資
源
の
開
発
、
海
洋
環
境
の
保
全
な
ど

も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
施
策
を
図
る
に
あ
た
っ
て
、
里
海
の
発
想
を
導
入
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
）
34
（
る
。
そ
こ
に
は
、
海
洋
資

源
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
資
源
の
持
続
可
能
な
利
用
を
進
め
る
際
、
自
然
生
態
系
と
調
和
さ
せ
て
生
物
多
様
性
の
確
保
と
生
物
生
産
性
の
維

持
を
図
り
（
第
二
部
一
の
⑴
、
二
）、
海
洋
環
境
を
保
全
す
る
意
図
が
あ
る
。
他
方
で
、
農
林
水
産
省
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
で
も
里
海
・

海
洋
の
保
全
に
沿
っ
た
形
で
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
推
進
事
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
漁
業
資
源
と
海
洋
保
全
の
両
面
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。

2　

海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略

　

こ
の
海
洋
基
本
計
画
は
、
海
洋
環
境
の
保
全
に
つ
き
「
生
態
系
を
始
め
と
す
る
海
洋
環
境
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
部
分
が
多
い
こ
と
に

加
え
、
海
洋
環
境
が
一
度
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
そ
の
再
生
・
回
復
が
困
難
と
な
る
こ
と
か
ら
、
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、

必
要
に
応
じ
て
予
防
的
な
対
策
を
講
じ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
（
第
二
部
二
）。
こ
れ
は
、
海
洋
基
本
法
一
八
条
と
同
旨
で
あ
り
、
予
防
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
条
約
な
ど
の
国
際
規
範
を
考
慮
し
、
海
洋
の
生
物
多
様
性
や
環
境
浄

化
機
能
の
確
保
の
一
手
段
と
し
て
、
関
係
省
庁
を
横
断
す
る
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
あ
り
方
を
明
確
化
し
、
そ
の
設
定
を

適
切
に
推
進
す
る
旨
も
規
定
さ
れ
た
。

　

同
計
画
策
定
か
ら
ま
も
な
く
、
生
物
多
様
性
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
（
六
月
）。
同
法
は
、
生
物
多
様
性
が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
は
回

復
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
予
防
的
な
取
り
組
み
を
基
本
と
す
る
（
三
条
三
項
）。
こ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
環
境
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省
は
「
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
そ
こ
で
は
、
日
本
が
推
奨
す
る
海
洋
保
護
区
を
「
海
洋
生
態
系
の
健
全
な
構
造
と

機
能
を
支
え
る
生
物
多
様
性
の
保
全
お
よ
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能
な
利
用
を
目
的
と
し
て
、
利
用
形
態
を
考
慮
し
、
法
律
又
は

そ
の
他
の
効
果
的
な
手
法
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
明
確
に
特
定
さ
れ
た
区
域
」
と
定
義
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
７
で
定
義
さ
れ
た
海

洋
・
沿
岸
の
保
護
区
お
よ
び
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
が
二
〇
〇
八
年
に
策
定
し
た
指
針
に
い
う
定
義
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
）
35
（
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
本
稿

第
一
章
㈡
３
で
み
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
作
成
さ
れ
た
愛
知
目
標
の
影
響
も
強
く
受
け
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
日
本
に
お
け
る
海
洋
環
境
の
保
全
、
生
物
多
様
性
の
確
保
は
、
第
二
章
で
み
た
国
際
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
独
自

に
海
洋
保
護
区
を
捉
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
機
能
的
な
個
別
法
に
よ
る
従
来
の
海
洋
管
理
は
、
環
境
面
か
ら
は
事
後
管
理

と
な
る
。
こ
の
点
、
国
際
社
会
は
予
防
的
概
念
が
組
み
込
ま
れ
た
海
洋
保
護
区
を
優
先
的
に
想
定
す
る
の
で
、
管
理
の
発
想
は
大
き
く
異

な
る
。
日
本
で
も
、
生
物
多
様
性
基
本
法
お
よ
び
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
に
お
い
て
予
防
的
な
取
り
組
み
に
関
す
る
視
点
は
導
入
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
事
前
予
防
の
発
想
で
は
あ
る
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
比
較
す
る
と
、

「
科
学
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
」
と
し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
事
前
予
防
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
の
理
由
と
は
な
ら
な
い
旨
を
明
確

に
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
場
合
は
、
事
前
予
防
の
積
極
性
に
つ
い
て
行
政
裁
量
の
余
地
が
多
分
に
残
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
の
法
制
度
と
そ
の
拡
充
に
よ
っ
て
海
洋
保
護
区
を
捉
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
地
域
毎
の
漁
業
資

源
管
理
に
着
目
し
た
あ
り
方
を
目
指
し
て
い
る
。

㈡　

日
本
型
海
洋
保
護
区

1　

第
一
義
的
な
管
理
主
体
（
漁
業
者
）

　

日
本
に
お
け
る
海
域
管
理
は
、
第
一
義
的
に
は
漁
業
者
に
よ
る
自
主
管
理
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漁
業
法
に
よ
っ
て
、
漁
業
権
の
下
に
漁

業
協
同
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
漁
業
体
制
が
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
禁
漁
期
、
禁
漁
区
の
設
定
な
ど
に
よ
る
管
理
が
な
さ
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れ
、
限
定
空
間
に
お
け
る
相
互
監
視
が
実
質
的
な
拘
束
力
を
も
）
36
（
つ
。
と
り
わ
け
、
こ
れ
は
漁
協
が
地
先
管
理
を
専
ら
行
う
沿
岸
漁
業
で
顕

著
で
あ
）
37
（

る
。
か
か
る
情
況
に
あ
っ
て
、
海
洋
環
境
の
保
全
の
世
界
的
潮
流
に
伴
い
、
国
内
で
も
海
洋
環
境
の
保
全
が
地
域
住
民
や
多
様
な

利
用
主
体
に
認
識
さ
れ
て
き
て
い
）
38
（
る
。
な
ぜ
な
ら
、
漁
業
者
の
資
源
保
護
が
経
済
的
視
点
に
立
脚
し
て
お
り
、
保
護
対
象
が
特
定
の
漁
業

資
源
に
向
け
ら
れ
、
必
ず
し
も
生
態
系
全
体
の
保
全
や
保
護
が
誘
因
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
出
て
き
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
漁
獲

可
能
量
の
設
定
な
ど
新
た
な
政
策
が
導
入
さ
れ
た
水
産
基
本
法
（
二
〇
〇
一
年
）
の
制
定
以
降
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生

態
系
保
全
の
た
め
の
包
括
的
な
海
洋
保
護
区
を
設
定
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
す
る
と
、
漁
協
に
よ
る
自
主
的
な
保
護
が
保
護
区
の
そ
れ
と

は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
際
、
海
洋
保
護
区
が
設
定
さ
れ
て
も
、
漁
業
者
の
行
為
を
容
認
す
る
よ
う
実
施
さ

れ
る
た
め
、
漁
業
者
の
自
主
規
制
に
劣
る
保
護
区
し
か
設
定
で
き
な
か
っ
た
例
も
あ
）
39
（
る
。

　

こ
う
し
て
、
沿
岸
の
管
理
主
体
に
多
様
性
を
容
認
す
る
発
想
も
あ
る
な
か
、
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
に
い
う
海
洋
保
護
区
の
定
義

は
、
二
〇
一
一
年
五
月
の
第
八
回
総
合
海
洋
政
策
本
部
会
合
で
も
了
承
さ
れ
た
。
こ
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
次
項
に
み
る
法
的
な
保
護
区

に
加
え
、
漁
業
者
の
自
主
的
な
共
同
管
理
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性
を
保
護
し
つ
つ
、
こ
れ
を
持
続
的
に
利
用
す
る
海
）
40
（

域
も
日
本
型
海
洋
保

護
区
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
）
41
（
る
。

2　

日
本
型
海
洋
保
護
区
の
現
状
と
特
質

　

日
本
で
は
、
法
律
に
基
づ
く
海
洋
保
護
区
は
主
に
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
①
景
観
保
護
の
観
点
か
ら
、
自
然
公
園
法
（
一
九
五
七
年
）

の
普
通
地
域
の
海
域
部
分
、
海
域
公
園
地
区
、
②
自
然
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、
自
然
環
境
保
全
法
（
一
九
七
二
年
）
二
七
条
の
海
域
特

別
地
区
な
ど
、
③
保
護
水
面
な
ど
の
漁
業
関
連
法
に
基
づ
く
漁
業
規
制
区
域
な
ど
で
あ
る
。
①
、
②
は
漁
業
規
制
を
せ
ず
、
③
は
環
境
規

制
が
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
は
生
物
多
様
性
の
観
点
を
欠
い
て
い
）
42
（
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
地
理
情
報
が
入
手
可
能
な
区
域
の
面
積
は
、
区
域
の

重
複
を
除
い
た
合
計
面
積
で
み
て
約
三
七
万
㎢
と
な
る
。
こ
れ
は
、
領
海
お
よ
び
Ｅ
Ｅ
Ｚ
の
面
積
の
約
八
％
に
あ
た
）
43
（

る
。
う
ち
約
七
％
は
、

③
に
該
当
す
る
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
指
定
海
域
で
あ
）
44
（
る
。
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し
た
が
っ
て
、
日
本
型
海
洋
保
護
区
は
、
前
項
で
み
た
海
域
で
問
題
毎
に
漁
協
や
住
民
な
ど
が
一
定
水
面
を
自
主
管
理
す
る
も
の
と
、

法
的
な
保
護
区
に
大
別
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
あ
る
海
域
の
生
態
学
的
な
特
性
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
必
要
性
、
世
界
自
然
遺
産
と
し

て
の
意
義
な
ど
客
観
的
基
準
と
認
め
う
る
も
の
に
基
づ
く
国
際
的
な
潮
流
に
鑑
み
て
、
慎
重
に
海
洋
保
護
区
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
）
45
（
る
。

こ
の
点
、
自
然
公
園
法
や
文
化
財
保
護
法
（
一
九
五
〇
年
）
に
基
づ
く
適
切
な
保
護
を
図
る
な
ど
し
て
、
日
本
型
海
洋
保
護
区
の
新
た
な

あ
り
方
を
打
ち
出
せ
ば
、
離
島
お
よ
び
周
辺
海
域
の
自
然
環
境
の
保
全
・
管
理
も
一
体
的
に
推
進
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

自
然
公
園
法
お
よ
び
自
然
環
境
保
全
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
海
域
公
園
地
区
・
海
域
特
別
地
区
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

従
前
の
海
中
公
園
地
区
・
海
中
特
別
地
区
制
度
に
加
え
、
生
物
多
様
性
の
確
保
が
目
的
と
し
て
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
生
態
系
維
持
回
復

事
業
（
二
条
七
号
、
三
〇
条
の
二
）
の
よ
う
な
試
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
改
正
後
も
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
お
よ
び
予
防
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
管
理
が
な
さ
れ
る
か
ま
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
依
然
と
し
て
景
観
保
護
的
な

側
面
か
ら
の
管
理
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
海
域
の
保
護
に
あ
っ
て
は
、
景
観
保
護
の
側
面
に
よ
る
管
理
も
十
分
な
体
制
が
確

保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
体
的
・
総
合
的
管
理
の
点
で
疑
義
が
残
る
。
そ
の
た
め
、
管
理
目
的
を
明
確
に
し
て
生
態
系
お
よ
び
生
物
多
様
性

の
保
全
を
柱
と
し
、
保
護
区
の
目
的
に
応
じ
た
管
理
・
保
護
措
置
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ノ
ー
テ
イ
ク
ゾ
ー
ン
を
設

け
る
商
業
漁
業
規
制
の
検
討
も
あ
り
う
）
46
（

る
。

3　

知
床
方
式
と
海
洋
保
護
区

　

み
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
型
海
洋
保
護
区
は
、
漁
業
活
動
の
慣
行
を
否
定
し
か
ね
な
い
と
反
発
さ
れ
た
海
洋
保
護
）
47
（

区
と
は
異
な
り
、
漁

業
活
動
に
配
慮
し
た
管
理
体
制
を
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
海
洋
保
護
区
を
漁
業
の
制
約
手
段
と
し
て
推
進
す
る
主
張
も
あ
る
。

か
か
る
情
況
に
あ
っ
て
、
新
た
な
日
本
型
海
洋
保
護
区
と
し
て
、
世
界
遺
産
条
約
に
登
録
さ
れ
た
知
床
海
域
が
注
目
さ
れ
）
48
（
る
。
そ
の
推
薦

の
背
景
に
は
、
世
界
遺
産
登
録
に
伴
う
新
た
な
漁
業
規
制
を
行
わ
な
い
と
す
る
政
府
と
漁
協
と
の
約
束
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
日

本
側
当
事
者
に
は
海
洋
保
護
区
は
禁
漁
区
で
あ
る
と
し
て
拒
絶
的
な
認
識
が
あ
っ
た
と
も
い
）
49
（
う
。
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し
か
し
、
常
設
さ
れ
た
科
学
委
員
会
（
当
時
）
の
助
言
（
二
〇
〇
五
年
三
月
）
を
大
筋
で
踏
ま
え
、
海
域
の
推
薦
区
域
を
は
じ
め
て
内
水

を
越
え
る
距
岸
三
㎞
ま
で
拡
張
し
、
水
深
二
〇
〇
ｍ
以
浅
の
海
域
の
九
割
以
上
を
推
薦
区
域
と
し
た
。
そ
こ
で
は
、
自
主
管
理
に
基
づ
く

海
洋
生
態
系
の
保
全
と
持
続
的
漁
業
の
共
存
を
試
み
る
た
め
、
既
存
の
海
洋
生
態
系
の
保
全
お
よ
び
漁
業
関
連
規
制
、
並
び
に
海
洋
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
自
主
ル
ー
ル
お
よ
び
漁
業
に
関
す
る
漁
業
者
の
自
主
管
理
な
ど
が
一
体
性
を
も
っ
て
推
進
さ
れ
る
よ
う
な
体
制

を
目
指
し
て
い
）
50
（

る
。
こ
う
し
た
な
か
、
同
年
一
二
月
に
ユ
ネ
ス
コ
が
知
床
を
世
界
自
然
遺
産
に
認
定
し
た
こ
と
は
、
こ
の
保
護
区
の
方
向

性
も
許
容
し
て
い
る
と
推
定
で
き
）
51
（
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
、
先
の
科
学
委
員
会
の
議
論
を
経
て
「
知
床
世
界
自
然
遺
産
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
自
主
的
に

サ
ケ
類
や
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
漁
業
の
漁
期
、
漁
区
、
漁
法
を
管
理
さ
せ
、
そ
の
結
果
を
資
源
管
理
に
役
立
た
せ
て
、
地
域
住
民
に
説
明
責
任

を
果
た
す
努
力
が
続
け
ら
れ
）
52
（
る
。
そ
の
特
徴
は
、
沿
岸
漁
業
者
、
地
域
行
政
、
民
間
団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
関
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
管
理
計
画
に
海
域
生
態
系
の
保
全
と
持
続
的
な
漁
業
資
源
利
用
の
両
立
が
明
記
さ
れ
、
漁
業
者
に
よ
る
禁
漁
区
を
含
め
た
自

主
管
理
策
が
、
生
態
系
保
全
政
策
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
知
床
世
界
遺
産
は
小
規
模
だ
が
、
指
定
海
域
も
保
護
措
置
も

生
態
系
保
護
の
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
る
た
め
、
前
項
に
詳
述
し
た
従
来
の
日
本
型
海
洋
保
護
区
か
ら
す
れ
ば
一
歩
進
ん
だ
も
の
と
し
て
評

価
で
き
る
。
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四　

沖
縄
県
竹
富
町
に
お
け
る
試
み

㈠　

竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
と
海
洋
保
護
区

1　

竹
富
町
の
活
性
化
に
向
け
て

　

竹
富
町
は
、
東
シ
ナ
海
に
点
在
す
る
一
六
の
島
々
（
う
ち
有
人
島
九
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
周
辺
海
域
は
日
本
最
大
の
珊
瑚
礁
海

域
と
さ
れ
る
石せ

き

西せ
い

礁し
ょ
う

湖こ

が
あ
り
、
こ
れ
を
含
め
た
八
重
山
諸
島
海
域
の
造
礁
珊
瑚
類
は
約
三
六
〇
種
で
、
世
界
最
大
の
珊
瑚
礁
が
あ
る

豪
州
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
リ
ー
フ
の
約
四
〇
〇
種
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
竹
富
町
は
沖
縄
県
内
で
最
も
面
積
が
広
く
、
熱

帯
特
有
の
自
然
景
観
か
ら
、
町
の
大
部
分
が
西
表
石
垣
国
立
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
竹
富
町
は
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
二
〇
〇
〇
年
）、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
二
〇
〇
二
年
）
な

ど
に
よ
っ
て
、
生
活
基
盤
や
産
業
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
、
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
国
境
を
接
す
る
最
南
端
の
町
と

し
て
海
洋
基
本
法
を
根
拠
）
53
（

に
、
海
上
交
通
安
全
の
確
保
、
生
活
環
境
の
向
上
、
近
隣
市
町
と
連
携
し
た
政
策
推
進
な
ど
海
域
を
含
む
総
面

積
を
地
方
交
付
税
の
算
定
項
目
に
追
加
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
な
ど
し
て
い
）
54
（
る
。
こ
れ
は
、
海
洋
基
本
計
画
が
、
離
島
を
広
大
な
海

域
の
管
理
に
お
い
て
重
要
と
し
、
海
洋
資
源
の
開
発
と
利
用
、
海
洋
環
境
保
全
な
ど
の
重
要
な
役
割
、
離
島
振
興
の
た
め
定
住
環
境
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
第
二
部
一
〇
）。
こ
れ
を
実
現
す
る
政
策
が
離
島
の
保
全
・
管
理
で
あ
っ
て
、

そ
の
方
途
の
一
つ
が
周
辺
海
域
な
ど
の
自
然
環
境
保
全
で
あ
）
55
（
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
竹
富
町
の
象
徴
た
る
石
西
礁
湖
に
は
、
沖
縄
本
島
北
部
、
石
垣
島
、
西
表
島
な
ど
に
分
布
す
る
赤
土
が
、
開
発
な
ど

に
伴
っ
て
海
域
に
流
出
す
る
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
為
的
な
環
境
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
、
八
重
山
諸
島
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
協

会
、
地
元
漁
協
、
地
元
研
究
機
関
に
よ
り
、
珊
瑚
礁
を
保
全
す
べ
く
保
護
区
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
禁
漁
が
実
施
さ
れ
、
ダ
イ
ビ
ン
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グ
や
立
ち
入
り
も
禁
じ
ら
れ
、
観
光
業
者
と
地
元
漁
業
者
が
共
同
で
管
理
し
て
い
）
56
（
る
。

2　

全
国
初
の
自
治
体
独
自
の
海
洋
基
本
計
画
策
定
の
着
手

　

か
よ
う
な
竹
富
町
の
離
島
と
し
て
の
特
質
を
踏
ま
え
、
多
面
的
機
能
を
有
す
る
国
の
海
洋
施
策
を
地
域
振
興
策
の
手
段
と
し
て
活
用
す

る
た
め
各
地
域
の
課
題
を
吸
い
上
げ
、
町
独
自
の
海
洋
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
国
と
自
治
体
と
の
役
割
分

担
を
明
確
化
し
て
自
治
体
の
自
主
性
を
高
め
、
個
性
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
地
方
分
権
一
括
法
（
二
〇
〇
〇
年
）
の
施
行
一
〇
年

を
節
目
に
、
竹
富
町
か
ら
地
方
提
案
型
政
策
を
打
ち
出
す
意
図
も
あ
っ
）
57
（
た
。
具
体
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画

策
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
計
三
回
の
委
員
会
で
の
討
論
を
経
て
自
治
体
初
の
計
画
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
に
は
町
と

日
本
海
難
防
止
協
会
主
催
の
「
竹
富
町
海
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
〇
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
町
長
は
、
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
都

市
部
が
優
先
さ
れ
た
結
果
、
離
島
が
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
先
手
を
打
っ
て
全
国
に
先
駆
け
て
海
洋
基
本
計
画
を
策

定
し
た
と
強
調
し
）
58
（
た
。
策
定
委
員
会
は
、
海
洋
基
本
計
画
の
成
案
（
二
〇
一
一
〜
一
四
年
度
ま
で
の
計
画
）
を
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
町
役

場
で
町
長
に
提
言
し
た
。

　

こ
の
過
程
で
は
、
各
公
民
館
で
住
民
の
意
見
を
募
り
、
住
民
の
意
思
を
反
映
さ
せ
て
い
）
59
（
る
。
そ
こ
で
は
、
島
々
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
生

活
環
境
の
向
上
と
安
定
化
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
そ
う
し
た
要
請
を
踏
ま
え
て
、
国
の
関
係
省
庁
、
県
行
政
と
の
連
携
に

よ
っ
て
、
各
施
策
を
実
施
す
る
と
明
記
さ
れ
た
。
特
に
相
互
に
関
連
す
る
各
レ
ベ
ル
の
海
洋
問
題
へ
の
対
応
と
一
体
と
な
っ
て
、
総
合
的

に
解
決
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
効
果
も
一
層
発
揮
さ
れ
よ
）
60
（

う
。
こ
の
総
合
的
な
解
決
が
求
め
ら
れ
る
課
題
の
一
つ
に
、
海
洋

保
護
区
の
設
定
が
あ
る
。

3　

海
洋
保
護
区
設
定
時
の
立
場
と
利
害
関
係
者

　

竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
に
い
う
海
洋
保
護
区
は
、
特
定
区
域
の
貴
重
な
生
態
系
を
保
護
し
、
域
内
の
活
動
制
限
を
加
え
る
な
ど
し
て
管

理
す
る
海
域
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
国
立
・
国
定
公
園
内
の
普
通
地
域
の
海
域
部
分
・
海
域
公
園
地
区
、
自
然
環
境
保
全
地
域
、
水
産
動
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植
物
を
保
護
す
る
保
護
水
面
、
お
よ
び
野
生
鳥
獣
を
保
護
す
る
国
定
鳥
獣
保
護
区
も
含
ま
れ
）
61
（
る
。
現
在
、
西
表
石
垣
国
立
公
園
に
は
幾
つ

か
の
海
域
公
園
地
区
が
あ
り
、
竹
富
町
海
域
全
体
の
面
積
に
比
し
て
限
ら
れ
た
面
積
で
あ
る
が
、
西
表
島
の
崎さ

き

山や
ま

湾わ
ん

に
は
日
本
唯
一
の
海

域
特
別
地
区
が
あ
る
。
た
だ
し
、
町
に
と
っ
て
重
要
な
自
然
資
源
で
あ
る
広
大
な
珊
瑚
礁
域
や
海
藻
藻
場
域
の
大
部
分
、
お
よ
び
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
域
は
海
域
公
園
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。
海
中
動
植
物
の
採
捕
を
規
制
す
る
か
は
別
と
し
て
、
自
然
破
壊
を
招
く
開

発
や
極
端
な
利
用
を
制
限
す
る
海
洋
保
護
区
の
設
定
は
重
要
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
法
的
な
海
洋
保
護
区
の
設
定
だ
け
で
は
実
効
性
の
面
で
十
分
で
は
な
い
の
で
、
禁
漁
期
、
体
長
制
限
な
ど
別
の
管
理
手
段

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
。
た
と
え
ば
八
重
山
で
は
、
全
魚
種
（
特
に
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
類
・
ハ
タ
類
）
を
対
象
に
、
主
産
卵
期

に
五
海
域
を
海
洋
保
護
区
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
月
齢
に
あ
わ
せ
短
期
間
に
極
め
て
強
い
産
卵
集
群
行
動
を
示
す
ナ
ミ
ハ
タ
を

対
象
に
、
二
〇
一
〇
年
に
八
重
山
漁
協
は
、
西
表
島
と
小
浜
島
の
間
に
全
面
禁
漁
区
を
設
定
し
た
。
僅
か
五
日
間
の
設
定
だ
っ
た
が
、
そ

の
保
護
は
成
功
し
）
62
（
た
。

　

竹
富
町
版
海
洋
保
護
区
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
八
重
山
漁
協
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
者
、
町
民
、
沖
縄
県
、
環
境
省
那
覇
自
然
環
境
事
務

所
な
ど
に
参
加
と
協
力
が
も
ち
か
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
環
境
省
を
は
じ
め
と
し
て
、
海
域
を
管
轄
す
る
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
、
海

上
保
安
庁
、
お
よ
び
海
岸
や
港
湾
を
管
轄
す
る
沖
縄
県
な
ど
に
そ
の
設
定
を
提
案
・
要
望
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
海
洋
保
護
区
の
立
入
禁

止
や
動
植
物
の
採
捕
を
厳
格
に
規
制
せ
ず
、
住
民
生
活
を
維
持
お
よ
び
向
上
さ
せ
る
利
用
は
認
め
、
自
然
環
境
破
壊
を
招
く
虞
の
あ
る
行

為
や
利
用
に
つ
い
て
規
制
す
る
制
度
構
築
が
目
指
さ
れ
）
63
（
る
。

　

こ
の
と
き
、
規
制
に
つ
い
て
と
り
わ
け
留
意
す
べ
き
は
、
漁
業
に
よ
る
利
用
と
の
関
係
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
シ
ャ
コ
ガ
イ
、
サ
ザ
エ

な
ど
の
定
着
性
資
源
は
第
一
種
共
同
漁
業
権
の
対
象
で
あ
り
、
漁
協
組
合
員
に
採
捕
権
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
石
西
礁
湖
内
の
竹
富
島
、

黒
島
、
小
浜
島
、
西
表
島
東
部
に
は
、
漁
協
組
合
員
で
な
く
と
も
、
半
農
半
漁
ま
た
は
観
光
業
に
携
わ
る
生
活
で
珊
瑚
礁
資
源
を
利
用
す

る
者
が
多
く
、
資
源
管
理
の
利
害
関
係
者
が
い
る
。
か
よ
う
に
当
該
地
域
で
は
、
慣
習
と
漁
業
権
制
度
が
混
在
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
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土
で
は
新
漁
業
法
の
制
定
に
伴
い
旧
漁
業
権
が
精
算
さ
れ
た
が
、
当
該
地
域
で
は
こ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
漁
業
者
が
漁
業
権

に
基
づ
い
て
利
用
す
る
海
洋
と
、
地
元
民
が
地
域
の
海
を
慣
習
的
に
利
用
す
る
海
洋
が
並
存
し
て
い
）
64
（

る
。

㈡　

海
洋
基
本
計
画
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
の
取
り
組
み

1　

生
物
多
様
性
確
保
の
た
め
の
地
域
戦
略
と
珊
瑚
礁
保
護
を
目
的
と
し
た
海
洋
保
護
区

　

生
物
多
様
性
基
本
法
一
三
条
で
は
、
国
を
構
成
す
る
自
治
体
が
地
域
共
同
戦
略
を
と
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
点
、
生
物
多
様
性

国
家
戦
略
二
〇
一
〇
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
ま
で
に
全
都
道
府
県
が
戦
略
策
定
に
着
手
す
る
よ
う
促
し
て
お
り
、
自
治
体
に
よ
る
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
の
策
定
に
際
し
て
有
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
地
域
に
お
け
る
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
生
物
の
多
様
性
の
保
全

の
た
め
の
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
二
〇
一
〇
年
）
も
、
市
町
村
に
よ
る
地
域
連
携
保
全
活
動
計
画
の
策
定
を
促
し
て
い
る
。
か

か
る
情
況
に
あ
っ
て
、
沖
縄
県
は
生
物
多
様
性
に
関
す
る
地
域
戦
略
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
の
草
案
（
第
二
稿
）
で
は
、
生
物
多
様
性

の
損
失
の
阻
止
お
よ
び
抑
制
策
の
一
つ
と
し
て
海
洋
保
護
区
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
一
地
域
で
あ
る
竹
富
町
で
は
、
石
西
礁
湖
が
あ
る
こ
と
か
ら
珊
瑚
礁
の
保
護
と
い
う
点
で
も
海
洋
保
護
区
の
設
定
が
望

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
珊
瑚
礁
の
保
護
に
つ
い
て
、
第
一
〇
回
国
際
珊
瑚
礁
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
四
年
、
於
沖
縄
）
で
は
、「
危
機
に
あ

る
世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
と
再
生
に
関
す
る
沖
縄
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
実
効
性
あ
る
海
洋
保
護
区
を
増
や
す
こ
と
が

謳
わ
れ
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
海
洋
保
護
区
の
も
つ
多
義
的
な
性
質
か
ら
、
漁
業
資
源
の
管
理
と
い
う
点
の
み
を
も
っ
て
そ
の
意
義
が
主

張
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
一
方
で
、
あ
く
ま
で
生
物
多
様
性
の
確
保
こ
そ
目
的
で
あ
っ
て
、
漁
業
資
源
管
理
は
そ
の
た
め
の
一
手
段
に
す
ぎ

な
い
と
い
う
国
際
社
会
の
動
向
で
あ
る
。
難
し
い
の
は
、
生
物
多
様
性
を
重
視
す
れ
ば
大
規
模
な
海
洋
保
護
区
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
は

漁
業
者
に
と
っ
て
は
操
業
区
域
の
縮
小
と
同
義
と
な
る
こ
と
で
あ
）
65
（

る
。

　

こ
の
点
、
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
原
生
の
自
然
を
重
視
し
生
物
多
様
性
を
維
持
す
る
に
は
漁
業
を
厳
格
に
規
制
す
べ
き
と
い
う
意
見
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も
あ
る
。
反
面
、
生
態
系
の
恵
み
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
持
続
的
な
漁
業
が
有
用
で
、
と
り
わ
け
沿
岸
に
多
く
の
人
が
住
み
、
海
洋

資
源
で
生
計
を
立
て
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
い
て
は
、
な
お
生
態
系
と
持
続
的
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
と
の
見
解
も
根
強
）
66
（

い
。
注
目
し

た
い
の
は
、
竹
富
町
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
構
想
の
な
か
で
、
ほ
ぼ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
西
表
島
西
側
に
あ
っ
て
は
、
原
生

の
自
然
環
境
を
残
し
た
形
で
の
保
全
が
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
西
側
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
早
急
な
確
立
が
望
ま
れ
る
の
は
、

石
西
礁
湖
に
お
け
る
自
然
環
境
の
悪
化
を
受
け
て
、
開
発
が
こ
の
地
域
に
ま
で
及
ん
で
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
）
67
（

る
。

2　

国
立
公
園
の
設
定
を
見
据
え
た
竹
富
町
の
海
洋
保
護
区
構
想

　

第
二
章
で
み
た
国
際
的
な
海
洋
保
護
区
の
動
向
に
鑑
み
る
と
、
自
然
公
園
法
と
異
な
り
、
景
観
の
要
素
が
指
定
基
準
か
ら
外
さ
れ
て
い

る
）
68
（

自
然
環
境
保
全
法
に
い
う
海
域
特
別
地
区
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
区
域
設
定
の
基
準
は
、
海
域
内
の
熱
帯
魚
、
珊
瑚
な
ど
の
動

植
物
を
含
む
優
れ
た
自
然
環
境
を
保
持
す
る
海
域
に
お
い
て
、
そ
の
面
積
が
政
令
で
定
め
る
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
二
二
条

一
項
五
号
）。
実
際
、
竹
富
町
西
表
島
の
西
端
に
あ
る
崎
山
湾
一
帯
（
一
二
八
ha
）
は
、
一
九
八
三
年
に
自
然
環
境
保
全
法
二
七
条
の
適
用

を
受
け
て
日
本
で
唯
一
の
海
域
特
別
地
区
と
な
っ
た
。
同
湾
は
、
そ
の
全
体
が
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
規
制
は
厳
格
な
実

施
が
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
、
商
業
漁
業
は
規
制
さ
れ
ず
、
採
捕
規
制
の
対
象
と
な
る
種
も
再
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
か
よ
う
な
あ
り

方
を
み
て
も
、
日
本
の
海
洋
保
護
区
が
漁
業
に
極
め
て
大
き
な
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
は
い
え
同
法
が
、
生
態
系
と
生
物

多
様
性
を
踏
ま
え
た
国
際
的
な
海
洋
保
護
区
に
近
く
潜
在
的
意
義
を
見
出
せ
る
と
の
見
解
は
、
傾
聴
に
値
す
）
69
（
る
。

　

竹
富
町
は
、
将
来
的
に
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
目
指
す
具
体
策
の
一
環
と
し
て
海
洋
保
護
区
の
設
定
を
掲
げ
て
い
）
70
（

る
。
つ
ま
り
、
町
全

体
を
含
め
た
国
立
公
園
の
設
定
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
）
71
（

る
。
こ
の
点
、
改
正
さ
れ
た
自
然
公
園
法
お
よ
び
自
然
環
境
保
全
法
に
お
い
て

は
、
目
的
の
一
つ
に
生
物
多
様
性
の
確
保
が
加
え
ら
れ
、
海
域
公
園
地
区
で
は
こ
れ
ま
で
の
「
点
」
で
捉
え
る
海
中
景
観
保
護
か
ら
、
干

潟
や
岩
礁
、
野
生
動
物
な
ど
を
含
む
、
よ
り
広
い
海
域
環
境
の
保
全
が
求
め
ら
れ
て
い
）
72
（

る
。
む
し
ろ
陸
域
の
延
長
と
し
て
海
域
を
包
摂
し

た
国
立
公
園
を
目
指
す
よ
り
、
海
洋
保
護
区
の
国
際
的
潮
流
を
踏
ま
え
て
、
海
域
の
な
か
に
町
が
存
在
す
る
と
い
う
発
想
も
あ
）
73
（
る
。
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図
1　
八
重
山
地
域
に
お
け
る
国
立
公
園
の
新
規
指
定
お
よ
び
拡
張
海
域
公
園
地
区

出
典
：

環
境

省
　

http://w
w
w.env.go.jp/press/file_view.php?serial=19115&

hou_id=14761
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拡
張
】

10．西
表
島
仲
間
崎【
新
規
】

16．新
城
島
シ
モ
シ
ビ【
拡
張
】

15．黒
島
ウ
ラ
シ
ビ・キ

ャ
ン
グ
チ・中

本
海
岸【
拡
張
】

7．西
表
島
後
良
川
河
口【
新
規
】

4．米
原
プ
カ
ピ
ー【
新
規
】
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か
か
る
情
況
に
あ
っ
て
、
西
表
石
垣
国
立
公
園
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
新
た
に
波
照
間
島
、
鳩
間
島
が
公
園
区
域
に
編
入
さ
れ
）
74
（
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
公
園
区
域
は
従
来
の
七
万
二
六
六
六
ha
（
う
ち
海
域
五
万
二
〇
九
七
ha
）
か
ら
九
万
一
六
七
六
ha
（
う
ち
海
域
六
万
八
七
一
八

ha
）
に
拡
張
さ
れ
た
（
図
１
）。
特
に
海
域
公
園
地
区
は
、
従
来
の
約
一
二
倍
（
一
万
三
七
四
二
ha
）
に
拡
張
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
国

際
的
な
海
洋
保
護
区
の
拡
大
を
考
慮
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
と
は
い
え
、
保
護
区
設
定
以
前
に
規
制
該
当
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

届
け
出
に
よ
っ
て
そ
の
制
限
か
ら
免
れ
る
な
ど
（
自
然
公
園
法
二
二
条
六
項
）、
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
点
で
規
制
は
十
分
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
日
本
型
海
洋
保
護
区
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
竹
富
町
は
、
よ
り
強
制
力
の
あ
る
規
則
の
必
要
性
に
つ

い
て
議
論
し
始
め
て
い
）
75
（

る
。

　

思
う
に
、
海
洋
環
境
の
保
全
は
、
国
際
社
会
の
一
般
対
世
的
な
義
務
と
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
が
課
し
て
お
り
（
一
九
二
条
）、
の
ち
に

削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
国
家
責
任
暫
定
条
文
草
案
（
一
九
七
六
年
）
一
九
条
三
項
に
は
、
国
家
の
国
際
犯
罪
の
一
つ
と
し
て
、
大
気

ま
た
は
海
洋
の
大
量
汚
染
と
い
っ
た
人
間
環
境
の
保
護
と
保
全
に
不
可
欠
な
重
要
性
を
も
つ
国
際
義
務
の
重
大
な
違
反
が
明
記
さ
れ
て
い

た
）
76
（

。
こ
の
こ
と
は
、
国
際
法
的
な
評
価
と
し
て
、
高
い
保
護
法
益
と
し
て
海
洋
に
関
す
る
環
境
問
題
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
海
洋
の
大
量
汚
染
は
現
在
、
予
防
原
則
と
の
関
連
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
鑑
み
る

と
、
公
海
漁
業
実
施
協
定
六
条
一
、
二
項
に
お
い
て
海
洋
生
物
資
源
の
枯
渇
問
題
も
ま
た
同
様
の
原
則
の
適
用
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
海
洋
の
環
境
問
題
に
は
汚
染
の
み
な
ら
ず
海
洋
生
物
資
源
の
枯
渇
問
題
も
ま
た
高
次
の
保
護
法
益
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
国
際
法
の
評
価
は
、
公
海
の
ほ
ぼ
全
域
を
対
象
と
す
る
に
至
っ
て
い
る
Ｒ
Ｍ
Ｆ
Ｏ
が
、
そ
の
機
関
の
規
制
を
遵
守
し
な
い
者
は
当
該

公
海
海
域
で
漁
業
活
動
が
で
き
な
い
と
規
定
（
同
協
定
八
条
四
項
）
し
て
い
る
点
で
、
伝
統
的
な
公
海
漁
業
の
自
由
が
根
本
か
ら
パ
ラ
ダ

イ
ム
・
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
環
境
と
い
う
語
は
可
変
的
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
十
分
に
明
確
化
さ
れ
て

い
な
い
。
と
は
い
え
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
国
連
の
み
な
ら
ず
複
数
の
条
約
の
締
約
国
会
合
な
ど
で
議
論
さ
れ
、
設

定
に
向
か
っ
て
い
る
海
洋
保
護
区
は
、
海
洋
を
多
面
的
に
捉
え
、
そ
の
保
護
の
対
象
を
包
括
的
に
管
理
す
る
方
向
へ
進
ん
で
い
る
。
対
し
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て
現
状
の
日
本
型
海
洋
保
護
区
は
、
管
理
対
象
を
特
定
種
と
い
う
「
点
」
で
捉
え
て
お
り
、
複
数
の
規
制
対
象
を
含
む
「
面
」
で
捉
え
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て
今
後
目
指
さ
れ
て
い
く
海
洋
保
護
区
と
、
日
本
の
そ
れ
と
は
海
洋
の
捉
え

方
自
体
に
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
海
洋
を
多
面
的
に
捉
え
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
て
海
洋
基
本
法

が
制
定
さ
れ
、
海
洋
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
こ
の
流
れ
を
も
っ
た
海
洋
保
護
区
の
設
定
は
今
後
の
日
本
に
お
い

て
遅
か
れ
早
か
れ
海
洋
保
護
区
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3　

水
中
文
化
遺
産
へ
の
着
目
と
導
入

　

か
よ
う
な
竹
富
町
版
海
洋
保
護
区
設
定
に
向
け
た
動
き
に
お
い
て
、
今
後
は
、
さ
ら
な
る
海
洋
の
一
体
的
・
総
合
的
管
理
と
い
う
視
点

か
ら
、
新
た
な
側
面
へ
の
留
意
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
文
化
遺
産
的
側
面
で
あ
る
。
こ
の
点
、
竹
富
町
に
お
け
る
海
洋
保
護
区

は
、
第
二
章
㈡
３
で
み
た
文
化
遺
産
的
側
面
を
考
慮
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
を
意
識
し
て
い
た
経
緯
が
あ
）
77
（
り
、
同
じ
く
第
二
章
㈠
１
で
み
た
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
の
分
類
基
準
に
も
合
致
す
る
の
で
、
考
慮
対
象
と
し
て
極
め
て
意
義
が
あ
る
。

　

実
際
、
沖
合
に
は
水
中
文
化
遺
産
が
あ
る
（
図
２
）。
た
と
え
ば
竹
富
島
沖
に
は
、
カ
ー
ミ
ワ
リ
（
甕
割
れ
の
意
）
と
呼
ば
れ
る
干ひ

瀬し

が

あ
り
、
海
底
に
沖
縄
産
陶
器
が
散
在
し
て
い
る
（
図
３
）。
こ
れ
ら
は
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
琉
球
・
沖
縄
の
域
内
流
通
に
関
わ
る
遺

跡
と
推
定
さ
れ
、
山や

ん

原ば
る

船
な
）
78
（

ど
が
座
礁
・
沈
没
し
た
か
、
海
難
事
故
に
よ
り
積
荷
の
投
棄
が
行
わ
れ
た
結
果
、
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
）
79
（

。
そ
の
他
、
黒
島
沖
で
は
船
体
の
一
部
と
沖
縄
産
陶
器
が
集
中
す
る
海
域
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
船
体
の
一
部
に
角か

ど

釘く
ぎ

と
思
わ
れ
る
痕

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
に
、
そ
れ
ら
海
中
遺
物
の
公
式
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
、
そ
の
周
辺
を
行
政
上
新
た
に
線
引
き
し
て
、
当
該
海
域
を
「
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
元
寇
の
遺
物
の
発
見
に
よ
っ
て
一
九
八
一
年
に
長
崎
県
鷹
島
沖
が
認
定
さ

れ
た
の
が
そ
の
一
つ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」（
文
化
財
保
護
法
九
二
条
一
項
お
よ
び
九
三
条
二
項
、

改
正
後
は
九
五
条
）
と
い
う
法
律
用
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
開
発
な
ど
の
際
に
遺
物
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
当
該
海
域
は
公
式
の
遺
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図２　竹富町周辺海域の水中文化遺産

出典：「南西諸島水中文化遺産　八重山諸島・竹富編」本田京子氏撮影（2011 年）

図３　竹富町における水中文化遺産の分布

番号 遺跡 自治体 時期 内容

1 竹富島東岸沖海底遺跡 竹富町 18 世紀後半～ 19
世紀前半 ヤンバル船積荷

2 黒島沖海底遺跡 竹富町 19 世紀後半 ヤンバル船積荷

出典：宮城弘樹「南西諸島の水中文化遺産」第 2 回日韓共同水中考古学研究会　日本財団助成事
業 2010 年度「海の文化遺産総合調査プロジェクト」調査報告会、第 4 回「水中文化遺産と考古
学」シンポジウム（2010 年 9 月）52 頁より抜粋。

1 2 3 4 5
2
0

4
6
8
10
12
14

グ
ス
ク
時
代

琉
球
王
国
時
代

近
世
・
近
代（
異
国
船
）

近
世
・
近
代（
ヤ
ン
バ
ル
船
）

Ｗ
Ｗ
Ⅱ与那国島

西表島
石垣島

多良間島

八重干瀬

宮古島

2

1



法学政治学論究　第95号（2012.12）

290

跡
地
図
お
よ
び
遺
跡
台
帳
に
記
載
（
文
化
財
保
護
法
九
三
条
一
項
、
改
正
後
は
九
五
条
で
周
知
を
義
務
化
）
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
当

該
海
底
を
開
発
す
る
場
合
に
は
文
化
庁
長
官
（
実
質
的
に
は
教
育
長
）
の
も
と
一
定
の
要
）
80
（

件
が
開
発
者
に
求
め
ら
れ
る
対
象
空
間
を
い
う
。

公
式
な
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
の
相
違
は
、
特
に
文
化
財
保
護
法
が
現
行
の
九
五
条
に
な
っ
て
以

降
、
沖
縄
県
に
お
け
る
離
島
の
場
合
は
、
次
の
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
地
元
の
市
町
村
で
は
な
く
、
県
の
教
育
委
員
会

が
管
轄
し
て
い
る
の
で
、
当
該
教
育
委
員
会
が
公
式
の
調
査
報
告
を
行
っ
た
時
点
で
、「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
な
っ
た
と
み

る
の
が
妥
当
で
あ
っ
て
、
両
者
に
実
質
的
な
相
違
は
存
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
意
義
を
竹
富
町
が
海
洋
保
護
区
の

保
護
対
象
と
し
て
訴
え
る
こ
と
に
は
、
十
分
な
正
当
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
南
西
諸
島
に
お
け
る
水
中
文
化
遺
産
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
分
布
調
査
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
着
実
に
水
中
文
化
遺
産
の
考
古
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
確
認
調
査
は
、
南

西
諸
島
の
主
要
な
六
〇
余
あ
る
有
人
島
の
う
ち
事
前
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
島
の
周
辺
海
域
に
す
ぎ
ず
、
南
西
諸
島
全
域
を
網
羅
し
た
も

の
で
は
な
い
。
加
え
て
、
南
西
諸
島
で
実
施
さ
れ
て
い
る
調
査
の
多
く
は
基
礎
デ
ー
タ
収
集
の
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
詳
細
調
査
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
）
81
（
い
。

　

現
在
、
水
中
文
化
遺
産
保
護
条
約
が
発
効
し
て
三
年
で
四
〇
カ
国
強
の
締
約
国
を
有
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
実
効
性
あ
る
条
約
な
ど
の

存
在
か
ら
み
て
国
際
的
な
保
護
の
動
向
を
み
て
と
れ
る
も
の
の
、
日
本
に
は
水
中
文
化
遺
産
に
関
す
る
法
律
が
十
分
で
は
な
）
82
（
い
。
こ
の
点
、

国
の
海
洋
基
本
計
画
の
再
考
に
あ
た
り
、
そ
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
水
中
文
化
遺
産
を
保
護
す
る
た

め
の
国
内
法
の
修
正
、
も
し
く
は
新
規
立
法
へ
の
路
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
）
83
（

る
。
ま
た
、
竹
富
町
の
海
洋
保
護
区
構
想
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
海
洋
保
護
区
に
対
す
る
新
た
な
視
点
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
国
際
的
な
動
向
の
な
か
に
竹
富
町
版
海
洋
保
護
区
を
位
置
づ
け
る
に
際
し
、
以
下
の
こ
と
が
導
か
れ
る
。
第

一
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
の
設
定
は
、
必
ず
し
も
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
に
お
け
る
海
域
区
分
を
絶
対
視
す
る
も
の

で
は
な
く
、
そ
の
あ
り
方
は
国
際
社
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
海
洋
保
護
区
の
設
定
、
特
に
生
物
多
様
性
の
確
保
に
お
け
る
生
態
系
ア
プ

ロ
ー
チ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
漁
業
に
大
き
く
配
慮
し
て
き
た
情
況
に
あ
っ
て
、
国
立
公
園
の
設
定
は
本

来
の
景
観
の
保
護
と
い
う
別
の
機
能
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、
第
四
章
㈡
２
で
み
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
い
う
環
境
に
は
、
既
に
生
物
多
様

性
の
確
保
も
包
摂
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
漁
業
資
源
管
理
を
基
本
と
し
た
日
本
型
海
洋
保
護
区
に
、
国
際
社
会
の
潮
流
に
あ
る
多
面
的
な
海
洋
保
護
区
に
鑑
み
て
、
新

た
な
視
点
を
導
入
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
際
社
会
に
お
け
る
環
境
の
定
義
は
確
立
す
る
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
保
護
の
対
象
を
包
括
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
海
洋
保
護
区
の
発
想
が
強
く
な
っ
て
い
る
現
状
も
否
定
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
こ

れ
を
日
本
で
す
ぐ
さ
ま
実
施
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
漁
業
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
歴
史
性
、
文
化
性
な
ど
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
か

ね
な
い
。
そ
こ
で
、
海
洋
保
護
区
の
多
面
的
な
性
質
か
ら
、
ま
ず
は
一
側
面
を
加
え
て
海
洋
の
総
合
的
管
理
に
踏
み
出
す
た
め
に
、
比
較

的
省
庁
間
の
軋
轢
が
少
な
い
水
中
文
化
遺
産
の
保
護
を
加
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
第
二
章
㈠
１
で
み

た
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
分
類
基
準
、
第
二
章
㈡
２
、
３
で
み
た
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ａ
で
の
文
化
遺
産
的
価
値
に
関
す
る
議
論
か
ら
も
考
慮
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
竹
富
町
版
海
洋
保
護
区
の
構
想
で
は
、
次
の
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
ま
ず
、
竹
富
町
に
お
け
る
広
大
な
国
立
公

園
の
構
想
に
と
っ
て
、
開
発
が
進
ん
で
い
な
い
西
表
島
西
側
の
海
域
、
特
に
海
域
特
別
地
区
の
崎
山
湾
が
も
つ
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。

た
だ
し
、
湾
内
に
集
落
や
人
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
地
域
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
と
必
ず
し
も
同
列
に
論
じ
ら
れ
な
い
。
し
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か
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
鯨
類
の
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
（
保
護
水
域
）
も
、
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
海
域
で
は
、
そ
の
生
息
が
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
そ
こ
で
の
捕
鯨
活
動
も
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
か
ら
始
ま
っ
て
い
）
84
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
崎
山
湾
の
保
護
区
も
、
日
本

に
お
い
て
多
く
参
照
さ
れ
る
保
護
区
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
こ
の
点
、
石
西
礁
湖
に
お
け
る
自
然
環
境
の
悪
化
が

及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
市
の
海
洋
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
る
石
垣
市
と
自
治
体
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

次
に
、
日
本
型
海
洋
保
護
区
へ
の
新
た
な
視
点
と
し
て
、
文
化
遺
産
的
側
面
を
考
慮
し
た
柔
軟
な
海
洋
保
護
区
の
構
想
が
期
待
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
竹
富
町
周
辺
海
域
で
は
調
査
段
階
の
水
中
文
化
遺
産
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
事
実
は
町
民
で
あ
っ
て
も
周
知
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
新
た
な
側
面
も
踏
ま
え
、
国
際
社
会
に
み
ら
れ
る
一
体
的
・
統
合
的
管
理
に
基
づ
く
海
洋
保
護
区

を
見
据
え
れ
ば
、
新
た
な
発
想
の
海
洋
保
護
区
を
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
漁
業
に
特
化
し
た
海
洋
保
護
区
の
設
定

で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
水
中
文
化
遺
産
の
発
想
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
視
点
の
複
合
性
を
対
外
発
信
で
き
る
か
ら
で
あ
る）

85
（

。

（
1
）  

持
続
性
・
環
境
・
水
・
人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
大
臣
（M

inister for Sustainability, Environm
ent, W

ater, Population and Com
-

m
unities

）
ト
ニ
ー
・
バ
ー
ク
下
院
議
員
（The H

on Tony Burke M
P

）
に
よ
る
公
表
（
二
〇
一
二
年
六
月
一
四
日
）
で
は
、
ギ
ラ
ー
ド
内
閣

が
世
界
最
大
の
海
洋
保
護
区
を
設
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
提
案
と
そ
れ
に
基
づ
く
協
議
を
経
て
最
終
案
に
た
ど
り
着
い
た
と
さ
れ
て

い
る
。
バ
ー
ク
議
員
に
よ
れ
ば
、
こ
の
最
終
案
は
二
〇
一
二
年
末
前
に
は
宣
言
さ
れ
る
（declared

）
と
の
こ
と
で
あ
る
。Available at http://

w
w
w.environm

ent.gov.au/m
inister/burke/2012/m

r20120614.htm
l 

（Sep. 19, 2012

）.

最
終
案
ま
で
の
経
緯
お
よ
び
実
際
の
海
洋
保
護
区

設
定
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。Available at http://w

w
w.environm

ent.gov.au/coasts/m
bp/reserves/pubs/m

arine-reserves- 
proclam

ation-paper.pdf （Sep. 19, 2012

）.

な
お
、
豪
州
政
府
の
官
報
特
別
号
（N

o. S116, W
ednesday, July 11 2012

）
で
は
、「
環
境
・

生
物
多
様
性
保
護
法
（
一
九
九
九
年
）」
三
五
款
（
二
）
に
基
づ
く
「
海
洋
保
護
区
の
公
表
案
に
つ
い
て
の
告
示
」
が
、
新
た
な
一
連
の
海
洋
保

護
区
を
宣
言
す
る
提
案
に
は
、
国
民
が
コ
メ
ン
ト
を
付
与
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
集
め
た
報
告
は
、
同
法
三
四
四
款
（
一
）
お
よ
び
三
五

〇
款
（
一
）
を
受
け
て
、
知
事
が
行
う
公
表
案
を
扱
う
三
五
一
款
（
一
）
の
も
と
、
先
の
大
臣
に
提
出
さ
れ
る
。
官
報
特
別
号
で
は
、
本
告
示
に

基
づ
き
新
た
に
四
〇
の
海
洋
保
護
区
を
宣
言
す
る
と
し
て
い
る
。Available at http://w

w
w.environm

ent.gov.au/coasts/m
bp/ 
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reserves/pubs/s116-m
arine-reserves-gazette-notice-11july2012.pdf （Sep. 19, 2012

）.

（
2
）  SG

/SM
/14081, G

A/11204, 

“The Future W
e W

ant,

” UN
 Secretary-G

eneral Ban Ki-m
oon

’s rem
arks to the G

eneral Assem
bly 

on his five-year action agenda （Jan. 25, 2012

）.
（
3
）  See e.g., D

alal A
l-A

bdulrazzak &
 Stephen C. Trom

bulak, Classifying levels of protection in M
arine Protected A

reas, 36  
M
arin

e P
o
l

’y 579 （2012

）.

（
4
）  
髙
橋
進
「
生
物
多
様
性
政
策
の
系
譜
」
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
六
四
巻
四
号
（
二
〇
〇
一
年
）
二
九
四
―
二
九
七
頁
。

（
5
）  

た
と
え
ば
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
「
世
界
保
全
戦
略
」（
一
九
八
〇
年
）
な
ど
。

（
6
）  

長
井
正
治
「
国
際
環
境
立
法
と
国
際
組
織
」
永
野
秀
雄
・
岡
松
暁
子
編
『
環
境
と
法
―
国
際
法
と
諸
外
国
法
制
の
論
点
』（
三
和
書
籍
、
二
〇

一
〇
年
）
第
五
章
所
収
、
一
五
二
―
一
五
四
頁
。

（
7
）  

同
ア
プ
ロ
ー
チ
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
中
田
達
也
「
漁
業
補
助
金
協
定
草
案
の
現
段
階

―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
議
論
と
海
洋
生
物
資
源
を

め
ぐ
る
国
際
規
範
の
生
成
」
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
六
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
三
―
七
五
、
八
七
頁
参
照
。
な
お
、
国
連
公
海
漁
業
実
施
協
定
の
発

効
は
二
〇
〇
一
年
、
日
本
に
つ
き
発
効
は
二
〇
〇
六
年
。
そ
の
締
約
国
数
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
現
在
で
七
八
の
国
お
よ
び
機
関
（
Ｇ
８
、
イ
ン

ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
）。

（
8
）  

大
久
保
彩
子
「
海
洋
生
物
資
源
管
理
に
お
け
る
生
態
系
ア
プ
ロ
ー
チ
適
用
の
国
際
比
較
と
日
本
へ
の
政
策
的
含
意
」
海
洋
政
策
研
究
七
号
（
二

〇
〇
九
年
）
六
―
七
頁
。

（
9
）  CO

P5 D
ecision V

/6 Ecosystem
 approach, para. A 4.

（
10
）  

た
と
え
ば
、
坂
元
茂
樹
「
環
境
・
生
物
資
源
の
保
全
の
た
め
の
と
り
得
る
措
置

―
海
洋
保
護
区
の
問
題
を
中
心
に
」
海
上
保
全
協
会
『
海
洋

法
の
執
行
と
適
用
を
め
ぐ
る
国
際
紛
争
事
例
研
究

―
海
上
保
安
体
制
調
査
研
究
委
員
会
報
告
書
』（
二
〇
〇
八
年
）
六
八
、
七
〇
―
七
一
頁
参

照
。

（
11
）  

西
谷
斉
「
サ
ン
ゴ
礁
保
護
に
お
け
る
国
際
法
の
利
用
可
能
性
に
関
す
る
一
考
察
」
近
畿
大
学
法
学
五
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
六
年
）
九
九
―
一
〇

〇
頁
。

（
12
）  

磯
崎
博
司
「
生
物
多
様
性
に
関
す
る
国
際
条
約
の
展
開
」
新
美
育
文
・
松
村
弓
彦
ほ
か
編
『
環
境
法
大
系
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
二
年
）
第

一
二
章
三
七
所
収
、
九
三
四
―
九
三
五
頁
。

（
13
）  

田
中
則
夫
「
国
際
法
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
」
中
川
淳
司
・
寺
谷
広
司
編
『
国
際
法
学
の
地
平

―
歴
史
、
理
論
、
実
証
（
大
沼
保
昭
先
生
記
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念
論
文
集
）』（
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
六
四
八
頁
。

（
14
）  

同
書
。

（
15
）  

八
木
信
行
「
海
洋
保
護
区
等
へ
の
取
組
み
」
海
洋
政
策
研
究
財
団
編
『
海
洋
白
書
二
〇
一
一　

日
本
の
動
き

―
世
界
の
動
き
』（
成
山
堂
、

二
〇
一
一
年
）
第
二
章
二
節
所
収
、
五
四
頁
。

（
16
）  
八
木
信
行
「
生
物
多
様
性
と
海
洋
保
護
区
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一
七
号
（
二
〇
一
一
年
）
四
〇
頁
。

（
17
）  
尼
子
直
輝
氏
（
環
境
省
自
然
環
境
局
自
然
環
境
計
画
課
）
筆
者
の
面
談
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
三
月
六
日
）。

（
18
）  

「『
Ｍ
Ｐ
Ａ
＝
禁
漁
区
』
で
は
な
い

―
水
産
庁
の
遠
藤
生
態
系
室
長
が
経
過
説
明
」
水
産
週
報
一
八
一
二
号
（
二
〇
一
〇
年
）
七
―
八
頁
。

（
19
）  CO

P10 D
ecision X/2 Strategic Plan for Biodiversity 2011 -2020, Annex, para. 13, Target 11.

（
20
）  

八
木
・
前
掲
注
（
16
）
三
九
―
四
三
頁
。

（
21
）  CO

P7 D
ecision V

II/28 Protected areas （Articles 8 （a

） to （e

））, para. 18.

（
22
）  Al-Abdulrazzak &

 Trom
bulak, supra note 3, at 579.

（
23
）  

加
々
美
康
彦
「
海
洋
保
護
区

―
場
所
本
位
の
海
洋
管
理
」
栗
林
忠
男
・
秋
山
昌
廣
編
『
海
の
国
際
秩
序
と
海
洋
政
策
』（
東
信
堂
、
二
〇
〇

六
年
）
第
六
章
所
収
、
一
八
六
―
一
八
七
頁
。

（
24
）  

林
原
利
明
「
水
中
文
化
遺
産

―
そ
の
現
状
」
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
六
三
一
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
四
―
三
五
頁
。

（
25
）  

加
々
美
康
彦
「
国
連
海
洋
法
条
約
の
実
施
と
海
洋
保
護
区
の
発
展

―
排
他
的
経
済
水
域
に
設
定
さ
れ
る
保
護
区
に
焦
点
を
当
て
て
」
海
洋
政

策
研
究
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
一
〇
頁
。

（
26
）  

中
田
達
也
「
国
際
海
洋
法
と
は
」
大
森
正
仁
編
『
よ
く
わ
か
る
国
際
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
第
五
章
四
節
所
収
、
七
五
頁
。

（
27
）  

加
々
美
康
彦
「
国
際
海
事
機
関
に
よ
る
海
洋
保
護
区
の
構
想

―
特
別
敏
感
海
域
の
『
追
加
的
価
値
』
を
め
ぐ
っ
て｣

海
洋
政
策
研
究
九
号

（
二
〇
一
一
年
）
七
頁
。

（
28
）  

同
旨
の
も
の
と
し
て
、
同
書
、
四
三
頁
。

（
29
）  

奥
脇
直
也
「
日
本
に
お
け
る
海
洋
法

―
海
洋
権
益
保
護
と
国
際
協
力
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
八
七
号
（
二
〇
〇
九
年
）
七

七
―
七
八
頁
。

（
30
）  

紹
介
・
加
々
美
康
彦
「Yoshifum

i Tanaka, A D
ual Approach to O

cean G
overnance: The Cases of Zonal and Integrated M

an-
agem

ent in International Law
 of the Sea

」
国
際
法
外
交
雑
誌
一
一
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
三
―
一
一
六
頁
。
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（
31
）  

日
本
沿
岸
域
学
会
「
海
洋
基
本
計
画
に
お
け
る
『
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
』
に
関
す
る
要
望

―
二
〇
〇
七　

海
洋
基
本
法
ア
ピ
ー
ル
（
第
一

次
）」
沿
岸
域
学
会
誌
二
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
四
頁
。

（
32
）  

同
書
。

（
33
）  
清
野
聡
子
「
水
域
の
公
益
性
か
ら
考
え
る
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
保
全
と
活
用

―
漁
業
者
と
市
民
の
共
通
目
標
と
な
り
え
る
か
？
」
日
本
水
産

学
会
誌
七
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
〇
六
頁
。

（
34
）  
中
山
充
「
里
海
と
環
境
共
同
利
用
権
」
沿
岸
海
洋
研
究
四
八
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
四
九
―
一
五
二
頁
。

（
35
）  

環
境
省
「
海
洋
生
物
多
様
性
保
全
戦
略
」
第
四
章
五
節
一
項
（
二
〇
一
一
年
三
月
）。

（
36
）  

八
木
・
前
掲
注
（
15
）
五
六
頁
。

（
37
）  

沖
合
で
は
知
事
許
可
漁
業
に
よ
る
規
制
の
も
と
、
漁
業
者
が
自
主
的
に
入
会
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
県
域
を
越
え
る
漁
場
で
は
行
政
が
管
理
枠

を
設
定
し
、
そ
の
詳
細
を
漁
業
者
が
決
め
て
共
同
管
理
を
行
う
。
日
高
健
「
漁
業
の
視
点
か
ら
み
た
沿
岸
域
の
総
合
的
管
理
と
『
里
海
』」
沿
岸

域
学
会
誌
二
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
二
二
頁
。

（
38
）  

中
山
・
前
掲
注
（
34
）
一
五
二
頁
。

（
39
）  

向
井
宏
「
海
域
・
海
洋
保
護
区
の
効
果
と
現
状
」
環
境
情
報
科
学
三
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
〇
―
二
四
頁
、
加
々
美
・
前
掲
注
（
23
）

二
一
〇
―
二
一
二
頁
。

（
40
）  

東
京
大
学
の
調
査
チ
ー
ム
が
二
〇
〇
九
―
二
〇
一
〇
年
に
調
査
し
た
成
果
に
よ
れ
ば
、
漁
業
法
の
枠
組
み
で
漁
業
者
が
自
主
的
に
設
定
す
る
禁

漁
区
域
は
、
約
三
八
〇
カ
所
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
八
木
・
前
掲
注
（
15
）
五
三
―
五
四
頁
。

（
41
）  

農
林
水
産
省
「
農
林
水
産
省
生
物
多
様
性
戦
略
」
Ⅳ
3
―（
４
）（
二
〇
一
二
年
二
月
改
定
）。

（
42
）  

加
々
美
・
前
掲
注
（
23
）
二
一
一
頁
。

（
43
）  

総
合
海
洋
政
策
本
部
会
合
（
第
八
回
）
議
事
次
第
（
二
〇
一
一
年
五
月
二
七
日
）
資
料
三
「
我
が
国
の
海
洋
保
護
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
所

収
、
一
―
四
頁
。

（
44
）  

日
本
自
然
保
護
協
会
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ-

Ｊ
）・
沿
岸
保
全
管
理
検
討
会
提
言
「
日
本
の
海
洋
保
護
区
の
あ
り
方

―
生
物
多
様
性
保
全
を
す
す
め
る

た
め
に
」
一
五
頁
。
ま
た
指
定
海
域
と
は
、「
開
発
区
域
以
外
の
一
定
の
海
域
で
、
海
底
の
地
形
、
海
流
、
餌
料
生
物
の
分
布
そ
の
他
の
自
然
的

条
件
が
優
れ
て
い
る
た
め
漁
場
と
し
て
の
効
用
が
高
く
、
か
つ
、
漁
業
生
産
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
海
域
と
し
て
政
令
で
指
定
す
る
も

の
」
を
い
う
（
一
二
条
一
項
）。
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（
45
）  

奥
脇
・
前
掲
注
（
29
）
七
八
頁
。

（
46
）  

加
々
美
・
前
掲
注
（
25
）
二
一
九
頁
。

（
47
）  

水
産
庁
『
我
が
国
の
水
産
外
交
に
つ
い
て
』（
二
〇
〇
三
年
）
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
、
公
海
に
も
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
る
海
洋
保
護
区
に
つ
い
て
「
漁

業
活
動
自
体
を
否
定
し
か
ね
な
い
主
張
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
漁
業
活
動
へ
の
影
響
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
48
）  
環
境
省
・
前
掲
注
（
35
）
第
四
章
五
節
二
項
。

（
49
）  
加
々
美
・
前
掲
注
（
23
）
二
一
四
―
二
一
五
頁
。

（
50
）  

桜
井
泰
憲
「
沿
岸
生
態
系
の
生
物
多
様
性
保
全
と
持
続
的
漁
業

―
知
床
世
界
自
然
遺
産
海
域
を
例
と
し
て
」
沿
岸
海
洋
研
究
四
八
巻
二
号

（
二
〇
一
一
年
）
一
四
五
頁
。

（
51
）  

同
旨
と
し
て
、
牧
野
光
琢
「
日
本
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
と
地
域
」
環
境
研
究
一
五
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
八
頁
。

（
52
）  

桜
井
・
前
掲
注
（
50
）
一
四
二
―
一
四
五
頁
。

（
53
）  

海
洋
基
本
法
二
六
条
で
は
、
国
は
、
離
島
の
領
海
お
よ
び
Ｅ
Ｅ
Ｚ
な
ど
の
保
全
な
ど
に
お
け
る
役
割
の
意
義
に
鑑
み
、
離
島
に
つ
い
て
生
活
基

盤
の
整
備
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
洋
施
策
が
展
開
さ
れ
る
際
、
国
境
・
離
島
政
策
に
も
重
点
を
置
く
と
し

て
い
る
。

（
54
）  

小
濵
啓
由
「
日
本
最
南
端
の
町
『
竹
富
町
』
に
お
け
る
海
洋
政
策
」
海
洋
政
策
研
究
財
団
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
二
四
三
号
（
二
〇
一
〇
年
）。

（
55
）  

田
中
健
治
「
海
洋
基
本
計
画
と
離
島
振
興
」
し
ま
五
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
五
五
―
六
一
頁
。

（
56
）  

牧
野
・
前
掲
注
（
51
）
六
〇
頁
。

（
57
）  

小
濵
啓
由
「
循
環
型
社
会
を
創
る
！　

海
洋
基
本
法
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策

―
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
」
月
刊
地
方
自
治
職
員
研
修
四
四

巻
一
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
五
五
―
五
六
頁
。

（
58
）  

「『
国
境
離
島
新
法
を
』
竹
富
町
海
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム

―
川
満
町
長
が
海
洋
宣
言
」
八
重
山
毎
日
新
聞
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
七
日
）。

（
59
）  

吉
田
勝
美
氏
（
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
策
定
委
員
会
事
務
局
）、
筆
者
の
面
談
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
二
月
九
日
）。

（
60
）  

市
岡
卓
「
沿
岸
域
総
合
管
理
と
地
方
公
共
団
体
の
取
組
み
」
海
洋
政
策
研
究
財
団
編
『
海
洋
白
書
二
〇
一
一　

日
本
の
動
き

―
世
界
の
動

き
』（
成
山
堂
、
二
〇
一
一
年
）
第
一
部
第
一
章
三
節
所
収
、
二
五
―
三
一
頁
。

（
61
）  

竹
富
町
「
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画

―
日
本
最
南
端
の
町
（
ぱ
い
ぬ
島
々
）
か
ら
海
洋
の
邦
日
本
へ
」
二
節
―
継
続
や
る
こ
と
項
目
六
「
竹
富

町
版
海
洋
保
護
区
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）
の
制
定
」（
二
〇
一
一
年
三
月
）
三
七
、
四
九
頁
。
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（
62
）  

鹿
熊
信
一
郎
「
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
お
け
る
多
面
的
機
能
・
里
海
・
海
洋
保
護
区
」
漁
港
五
二
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
四
―
四
五
頁
。

（
63
）  

竹
富
町
・
前
掲
注
（
61
）
三
七
頁
。

（
64
）  

鹿
熊
信
一
郎
「
沿
岸
域
に
お
け
る
生
態
系
保
全
と
水
産
資
源
管
理

―
沖
縄
県
八
重
山
の
サ
ン
ゴ
礁
海
域
を
事
例
と
し
て
」
地
域
漁
業
研
究
四

九
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
八
二
頁
。

（
65
）  
鹿
熊
信
一
郎
「
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
お
け
る
海
洋
保
護
区
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）
の
多
面
的
機
能
」
山
尾
政
博
・
島
秀
典
編
『
日
本
の
漁
村
・
水
産
業
の
多

面
的
機
能
』（
北
斗
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
第
四
章
所
収
、
九
七
頁
。

（
66
）  

鹿
熊
・
前
掲
注
（
62
）
四
二
頁
。

（
67
）  

小
濵
啓
由
発
表
「
境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
小
笠
原
会
議
」
境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
一
号
（
二
〇
一
二
年

六
月
）
一
六
―
一
八
頁
。

（
68
）  

加
々
美
康
彦
「
海
洋
保
護
区
」
大
澤
雅
彦
監
修
、
日
本
自
然
保
護
協
会
編
『
生
態
学
か
ら
み
た
自
然
保
護
地
域
と
そ
の
多
様
性
保
全
』（
講
談

社
、
二
〇
〇
八
年
）
第
三
章
五
節
一
項
所
収
、
一
九
〇
―
一
九
一
頁
。

（
69
）  

同
書
。

（
70
）  

小
濵
・
前
掲
注
（
57
）
五
五
―
五
六
頁
。

（
71
）  

川
満
栄
長
氏
（
竹
富
町
町
長
）、
筆
者
の
面
談
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
二
月
一
五
日
）。

（
72
）  

清
野
聡
子
「
海
岸
環
境
の
国
内
と
国
際
の
連
動
」
海
岸
四
八
巻
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
四
頁
。

（
73
）  

高
橋
進
教
授
（
共
栄
大
学
）、
筆
者
の
面
談
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
三
月
二
二
日
）。

（
74
）  

官
報
五
七
六
七
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
二
七
日
）
七
―
八
頁
。

（
75
）  

小
濵
・
前
掲
注
（
67
）
一
六
―
一
八
頁
。

（
76
）  

詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
崎
恭
治
「
国
際
社
会
の
共
通
利
益
と
国
家
の
国
際
犯
罪
」
大
谷
良
雄
編
『
共
通
利
益
概
念
と
国
際
法
』（
一
九
九
三
年
、

国
際
書
院
）
第
四
章
所
収
、
一
四
五
―
一
四
六
頁
。
な
お
、
特
別
報
告
者
ア
ゴ
ー
が
準
備
し
た
「
国
家
の
国
際
犯
罪
」
概
念
（
一
九
七
六
年
）
は
、

一
八
条
三
項
に
お
い
て
、
そ
の
列
挙
事
項
の
一
つ
に
「（
ｃ
）
す
べ
て
の
人
類
に
共
同
の
資
源
の
あ
ら
ゆ
る
者
の
た
め
の
保
存
と
自
由
な
共
有
」

を
あ
げ
て
い
た
。
大
森
正
仁
「
国
家
の
国
際
犯
罪
と
国
際
責
任

―
国
際
法
委
員
会
の
法
典
化
作
業
を
中
心
に
」
法
学
研
究
五
九
巻
三
号
（
一
九

八
六
年
）
三
二
―
三
三
頁
参
照
。

（
77
）  

大
貫
伸
氏
（
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
策
定
委
員
会
副
委
員
長
）、
筆
者
の
面
談
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
二
月
九
日
）。
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（
78
）  

中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
式
系
統
の
船
で
あ
り
、
近
海
地
方
を
往
来
し
て
い
た
小
型
内
航
船
。
最
南
端
の
波
照
間
島
ま
で
衣
料
品
、
漆
器
な
ど
の
日
用

雑
貨
な
ど
を
運
搬
し
て
い
た
。
北
見
俊
夫
『
日
本
海
上
国
通
史
の
研
究
』（
鳴
鳳
社
、
一
九
七
三
年
）
五
五
一
―
五
五
八
頁
。

（
79
）  

宮
城
弘
樹
「
南
西
諸
島
の
水
中
文
化
遺
産
の
概
要
」
第
二
回
日
韓
共
同
水
中
考
古
学
研
究
会
（
日
本
財
団
助
成
事
業
二
〇
一
〇
年
度
）「
海
の

文
化
遺
産
総
合
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
調
査
報
告
会
、
第
四
回
「
水
中
文
化
遺
産
と
考
古
学
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
〇
年
九
月
）
四
五
頁
。

（
80
）  
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
に
つ
い
て
の
規
制
は
次
の
通
り
。
一
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
を
土
木
工
事
な
ど
の
目
的
（
埋
蔵
文
化

財
の
調
査
の
目
的
を
除
く
）
で
発
掘
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
発
掘
に
着
手
す
る
六
〇
日
前
ま
で
に
文
化
庁
長
官
（
運
用
上
は
、
都
道
府
県
教
育
委

員
会
教
育
長
）
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
文
化
財
保
護
法
九
三
条
一
項
で
準
用
す
る
九
二
条
一
項
）。
二
、
届
出
を
し
た
発
掘
に
対
し
、

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
上
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
文
化
庁
長
官
は
発
掘
前
に
、
記
録
の
作
成
の
た
め
の
発
掘
調
査
な
ど
必
要
な
事
項
を
指

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
法
九
三
条
二
項
）。
な
お
、
上
記
二
項
の
発
掘
調
査
な
ど
に
要
す
る
費
用
は
、
原
則
と
し
て
開
発
事
業
者
な
ど
が
負

担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
同
規
定
は
、
改
正
さ
れ
、
現
行
法
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
第
九
十
五
条
（
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
の
周

知
）
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て
、
資
料
の
整
備
そ
の
他
そ
の
周
知
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置

の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
行
う
前
項
の
措
置
に
関
し
、
指
導
、
助
言
そ
の
他
の
必
要
と
認
め
ら
れ
る
援

助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
一
項
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
周
知
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

（
81
）  

宮
城
・
前
掲
注
（
79
）、
四
九
頁
。

（
82
）  N

AKADA, Tatsuya, The Centenary Im
pact Since RM

S Titanic Sunk upon U
niversal Regulation of U

nderwater Cultural H
er-

itage in International W
aters, and the N

ecessity of N
ew Law-M

aking in Japan, Proceedings on the Asian-Pacific Regional Con-
ference on U

nderw
ater Cultural H

eritage, at 267 -268 （N
ov. 8 -12, 2011

）.

（
83
）  

岩
淵
聡
文
『
文
化
遺
産
の
眠
る
海

―
水
中
考
古
学
入
門
』（
化
学
同
人
、
二
〇
一
二
年
）
八
一
―
八
三
頁
。

（
84
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
。J. N. Tonnessen and A. O. Johnsen, T

h
e H

isto
ry o

f M
o
d
ern W

h
alin

g: T
ran

slated fro
m th

e 
N
o
rw
eg
ian BY R. I. C

h
risto

ph
ersen （U

niversity of California Press, 1982

） 461.

な
お
、
同
海
域
の
設
定
は
、
一
九
三
七
年
国
際
捕
鯨

取
締
協
定
の
議
定
書
（
一
九
三
八
年
）
第
二
条
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
85
）  

二
〇
一
二
年
五
月
一
九
日
に
海
の
生
物
多
様
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
日
本
の
海
の
今
を
考
え
る
」（
主
催
： 

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ‐

Ｊ
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
、

日
本
野
鳥
の
会
）
が
開
催
さ
れ
、
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
の
も
と
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
場
に
も
、

水
中
文
化
遺
産
を
周
知
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
自
然
保
護
五
二
八
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
―
一
三
頁
参
照
。
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〈
付
記
〉

　
　
　

執
筆
に
あ
た
っ
て
、
大
貫
伸
氏
（
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
策
定
委
員
会
副
委
員
長
）、
吉
田
勝
美
氏
（
同
委
員
会
事
務
局
）、
川
満
栄
長
氏
（
竹

富
町
町
長
）、
小
濵
啓
由
氏
（
竹
富
町
役
場
企
画
財
政
課
）、
新
盛
勝
一
氏
（
同
上
）、
尼
子
直
輝
氏
（
環
境
省
自
然
環
境
局
）、
高
橋
進
教
授
（
共

栄
大
学
）、
婁
小
波
教
授
（
東
京
海
洋
大
学
）、
稲
本
守
教
授
（
同
上
）、
川
辺
み
ど
り
准
教
授
（
同
上
）
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
、
深
甚

な
る
謝
意
を
表
し
た
い
。

青
木　

望
美
（
あ
お
き　

の
ぞ
み
）

　

所
属
・
現
職　

東
京
海
洋
大
学
大
学
院
海
洋
科
学
技
術
研
究
科
博
士
前
期
課
程

　

最
終
学
歴　
　

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

　

所
属
学
会　
　

地
域
文
化
学
会
、
国
際
漁
業
学
会
、
ア
ジ
ア
水
中
考
古
学
研
究
所

　

専
攻
領
域　
　

海
洋
法
、
国
際
法


